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平
家
物
語
と
宝
物
集
　
―
四
部
合
戦
状
本
・
延
慶
本
を
中
心
に
―
今
井
正
　
　
之
　
　
助
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
宝
物
集
の
著
者
平
康
頼
が
平
家
物
語
の
登
場
人
物
の
一
人
で
あ
り
、
帰
洛
後
宝
物
集
を
著
し
た
と
の
記
事
を
も
多
く
の
平
家
物
語
諸
本
が
載
せ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
両
者
の
関
わ
り
が
は
や
く
か
ら
問
題
と
さ
れ
て
き
た
が
、
両
者
と
も
に
多
様
な
異
本
を
有
し
、
な
お
不
分
明
な
部
分
が
多
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
渥
美
か
を
る
氏
が
四
部
本
灌
頂
巻
「
六
道
」
と
宝
物
集
の
密
接
な
つ
な
が
り
を
指
摘
　
　し
、
そ
の
依
拠
本
文
に
つ
い
て
は
小
泉
弘
氏
が
宝
物
集
第
二
種
七
巻
本
系
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
召
還
で
あ
ろ
う
こ
と
を
説
き
、
研
究
を
大
き
く
進
展
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
考
察
の
範
囲
を
平
家
物
語
全
巻
に
広
げ
、
新
た
に
延
慶
本
に
注
目
し
た
武
久
堅
氏
に
よ
っ
て
、
第
二
種
七
巻
本
系
の
中
で
も
身
延
山
久
遠
寺
本
系
祖
本
に
絞
ら
れ
る
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
ろ
ま
で
論
は
精
密
化
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
灌
頂
巻
と
し
て
特
立
さ
れ
て
い
る
四
部
本
の
六
道
に
は
「
そ
の
灌
頂
巻
編
成
に
臨
ん
で
、
改
め
て
宝
物
集
に
依
拠
し
た
、
つ
ま
り
再
参
照
」
の
可
能
性
が
あ
り
、
　
「
灌
頂
巻
の
み
の
記
事
を
姐
上
に
上
せ
た
原
拠
考
で
は
な
く
、
そ
の
特
立
以
前
の
、
し
か
も
全
巻
に
及
ぶ
本
文
対
照
を
経
て
立
論
さ
れ
る
依
拠
関
係
の
考
察
」
が
必
要
で
あ
る
と
説
く
武
久
氏
は
、
延
慶
本
の
宝
物
集
依
拠
章
句
の
検
討
を
経
て
「
そ
の
関
係
は
、
狭
く
＜
小
原
御
幸
〉
も
し
く
は
〈
六
道
〉
の
構
成
内
に
留
ま
ら
ず
、
出
家
に
始
ま
る
女
院
往
生
伝
の
構
成
に
及
ぶ
。
　
（
中
略
）
恐
ら
く
、
帰
洛
後
の
女
院
関
係
の
物
語
は
、
現
存
諸
本
に
関
す
る
限
り
、
　
『
平
家
物
語
』
と
し
て
は
延
慶
本
に
潮
源
の
姿
を
認
め
得
る
で
あ
ろ
う
」
と
結
論
し
、
依
拠
し
た
宝
物
集
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
身
延
山
久
遠
寺
本
（
以
下
、
身
延
山
本
と
称
す
）
系
の
祖
本
と
の
近
似
の
可
能
性
を
提
唱
し
た
。
　
た
だ
し
、
武
久
氏
は
そ
の
後
「
『
宝
物
集
』
と
平
家
物
語
の
関
係
は
多
分
に
重
層
的
で
、
一
元
的
説
明
は
成
り
立
ち
難
い
」
　
「
現
存
の
延
慶
本
の
小
原
御
幸
の
本
文
は
、
そ
の
最
終
加
筆
期
に
、
か
な
り
積
極
前
な
加
筆
と
改
作
の
試
み
ら
れ
た
も
の
と
判
定
し
て
ほ
ぼ
誤
り
が
な
い
よ
う
に
思
う
」
と
、
前
稿
と
ニ
ュ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ソ
ス
が
違
う
か
に
読
み
と
れ
る
発
言
を
し
て
い
る
。
四
部
本
、
延
慶
本
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
依
拠
章
句
と
、
両
本
に
共
通
す
る
依
拠
章
句
と
で
は
、
依
拠
宝
物
集
の
系
統
を
異
に
す
る
と
い
う
本
稿
の
結
論
も
後
者
の
発
言
に
重
な
る
面
を
も
つ
が
、
具
体
的
な
再
検
討
は
ま
だ
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
別
に
、
宝
物
集
を
依
拠
資
料
と
す
る
こ
と
を
疑
問
と
す
る
意
見
も
あ
る
こ
と
を
考
え
、
私
見
を
提
出
す
る
。
二
　
延
慶
本
、
四
部
本
の
問
題
の
依
拠
資
料
を
宝
物
集
と
確
定
で
き
る
の
か
ど
う
か
。
高
橋
俊
夫
氏
は
、
延
慶
本
・
宝
物
集
両
者
に
酷
似
す
る
記
事
の
存
在
を
認
め
つ
つ
も
、
な
お
そ
の
間
に
微
細
で
は
あ
る
が
見
過
し
が
た
い
異
同
の
あ
る
こ
と
を
問
題
と
し
、
当
該
説
話
が
他
の
唱
導
資
料
に
も
そ
の
悌
を
伺
わ
せ
る
こ
と
を
傍
証
と
し
て
、
両
者
の
関
係
は
類
似
の
唱
導
的
資
料
を
そ
れ
ぞ
れ
が
別
個
に
平
家
物
語
と
宝
物
集
（
今
井
）
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
四
号
摂
取
・
導
入
し
た
結
果
生
じ
た
同
文
現
象
と
み
な
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
　
　る
。
氏
は
演
舞
大
臣
（
後
瀬
の
番
号
①
）
、
紺
青
鬼
（
②
）
、
日
蔭
（
⑦
）
を
例
と
す
る
が
、
紺
青
鬼
・
日
蔵
に
つ
い
て
は
そ
れ
ら
が
、
同
じ
く
宝
物
集
に
酷
似
す
る
他
の
い
く
つ
か
の
記
事
（
殊
に
日
蔵
説
話
の
場
合
は
宝
物
集
同
巻
中
の
）
と
併
せ
、
平
家
物
語
の
同
一
章
段
内
に
隣
接
し
て
摂
取
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
象
を
も
っ
て
、
宝
物
集
に
非
ざ
る
或
唱
導
的
資
料
を
想
定
す
る
よ
り
も
、
そ
の
依
拠
資
料
は
、
未
知
で
は
あ
る
が
宝
物
集
の
或
一
本
で
あ
る
可
能
性
の
方
が
高
い
と
い
え
よ
う
。
迦
留
大
臣
に
つ
い
て
は
氏
の
使
用
し
な
か
っ
た
身
延
山
本
が
、
宝
物
集
諸
本
の
中
で
は
最
も
高
い
一
致
を
み
せ
て
い
る
。
　
　
　
延
慶
本
◎
1
三
三
三
大
臣
卜
申
．
人
ヲ
ハ
シ
キ
。
遣
唐
使
ニ
シ
テ
異
国
二
幅
一
．
御
ワ
シ
ケ
ル
ヲ
何
ナ
ル
事
。
有
ケ
ン
、
物
　
　
　
⑤
イ
ハ
ヌ
薬
．
ク
ワ
セ
テ
五
躰
二
絵
ヲ
　
　
◎
圭
目
ア
額
二
燈
カ
ビ
ヲ
打
テ
燈
台
鬼
ト
名
．
火
，
ト
モ
ス
由
聞
ケ
レ
ハ
、
其
御
子
二
弼
宰
相
ト
申
ス
人
〔
④
〕
万
里
，
波
，
凌
キ
他
州
．
雲
，
尋
テ
見
給
ケ
レ
ハ
〔
◎
〕
一
十
・
鬼
一
涙
ヲ
流
シ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥
！
手
．
指
。
食
切
テ
カ
ク
ソ
書
給
ケ
ル
⑧
野
毛
日
本
花
塩
客
⑮
汝
即
同
姓
一
手
人
①
為
父
為
子
前
世
契
　
　
　
　
身
延
山
本
＠
一
　
カ
ル
，
大
臣
ト
申
ケ
ル
人
、
遣
唐
使
　
壬
ア
渡
り
ロ
ロ
ケ
ル
ヲ
何
㌃
事
。
有
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
ケ
ン
、
物
イ
ハ
ヌ
薬
ヲ
ク
ハ
セ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
身
昌
ハ
絵
ヲ
書
、
頭
一
．
ニ
ハ
燈
カ
イ
ト
　
云
物
。
打
テ
火
，
ト
モ
シ
テ
燈
台
鬼
ト
　
名
．
付
テ
ア
リ
ト
変
事
，
御
子
。
弼
．
　
　
　
　
　
④
　
宰
相
ト
島
人
ホ
ノ
カ
ニ
伝
へ
聞
．
万
　
里
，
波
ヲ
分
ア
他
州
振
旦
マ
，
ア
尋
オ
ハ
　
シ
テ
見
立
ヒ
ケ
レ
ハ
〔
◎
〕
鬼
涙
　
ヲ
流
．
テ
手
．
指
，
ク
ヒ
切
テ
血
，
出
〆
　
　
　
　
㊥
一
　
カ
ク
ソ
近
侍
ケ
ル
　
　
⑧
我
欲
日
本
花
京
客
　
　
⑪
西
下
同
姓
一
傷
人
　
　
①
為
父
為
子
前
世
契
　
　
　
　
　
　
　
ネ
ン
コ
ロ
あ
り
　
①
隔
山
琴
海
。
情
単
寧
　
⑭
経
年
流
涙
蓬
蕎
宿
　
①
子
日
馳
思
蘭
悪
説
　
⑬
形
破
他
州
成
燈
鬼
　
　
　
　
　
　
　
マ
へ
　
　
⑪
争
帰
旧
里
翠
黛
身
ト
書
タ
リ
。
是
ヲ
見
給
ケ
ム
宰
相
，
心
中
漁
期
ナ
リ
ケ
ム
。
遂
。
御
門
　
　
　
　
　
　
⑥
二
申
請
テ
帰
朝
シ
テ
其
悦
一
一
大
和
国
迦
留
寺
，
建
立
ス
ト
見
タ
リ
。
⑨
一
六
　
①
隔
山
隔
海
情
意
恋
　
⑭
経
年
流
涙
蓬
蕎
宿
　
①
逐
日
馳
思
戦
記
親
　
⑬
形
破
他
州
成
民
活
　
⑪
争
帰
旧
里
棄
斯
身
是
，
見
給
ケ
ム
子
，
御
心
イ
カ
斗
歎
キ
給
ヶ
ム
。
サ
テ
唐
ノ
ミ
カ
ト
ニ
引
取
テ
日
本
国
へ
具
を
ア
カ
ヘ
リ
給
ヘ
リ
ト
ソ
二
三
ム
メ
ル
（
中
略
）
。
大
和
．
国
。
カ
ル
寺
ト
云
所
ア
リ
。
彼
大
臣
，
帰
朝
，
後
建
立
ト
云
リ
。
延
慶
本
と
の
関
お
り
に
お
い
て
問
題
と
な
る
宝
物
集
諸
本
の
詞
章
を
検
討
す
る
と
大
略
次
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、
二
巻
本
は
⑧
～
①
の
詩
句
を
欠
き
、
⑥
の
一
文
も
持
た
な
い
。
元
禄
本
、
片
活
本
、
一
巻
本
も
⑨
を
欠
く
。
記
事
全
体
が
対
応
し
う
る
の
は
第
二
種
七
巻
本
系
の
み
で
あ
る
が
、
光
長
寺
本
は
◎
に
「
日
本
ノ
客
人
来
レ
リ
ト
テ
、
此
ノ
鬼
ヲ
取
出
テ
ミ
セ
ケ
レ
ハ
」
と
い
う
独
自
異
文
が
入
り
、
律
詩
の
詩
句
も
①
「
労
祖
成
子
前
世
契
」
、
①
「
隔
十
寸
海
老
情
苦
」
⑭
「
経
年
落
涙
宿
蓬
蕎
」
、
①
「
累
月
千
思
親
蘭
菊
」
、
⑪
「
何
還
旧
里
捨
此
身
」
と
大
き
く
異
な
る
。
吉
田
本
は
④
を
「
軽
」
と
宛
て
（
⑥
も
「
軽
寺
」
と
す
る
。
因
に
光
長
寺
本
は
「
迦
二
十
」
と
す
る
）
、
⑤
「
の
ま
せ
て
」
、
◎
「
燈
台
」
、
①
「
雨
着
隔
国
恋
情
辛
」
、
⑪
「
争
帰
旧
里
寄
判
読
」
と
異
な
る
。
た
だ
し
、
宝
物
集
諸
本
中
こ
の
吉
田
本
の
み
が
◎
を
欠
き
、
こ
の
点
は
延
慶
本
に
最
も
近
い
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
身
延
山
本
は
㊥
「
給
」
が
「
侍
」
に
、
⑪
「
燈
鬼
」
が
「
燭
鬼
」
に
と
い
う
小
異
及
び
④
を
持
つ
と
い
う
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
総
体
と
し
て
最
も
延
慶
本
に
近
い
と
い
え
る
。
な
か
で
も
、
①
は
押
韻
　
　
　
　
（
人
、
辛
、
親
、
身
）
の
上
か
ら
「
1
恋
情
辛
」
が
こ
の
詩
句
の
原
形
と
思
わ
れ
る
が
、
延
慶
本
、
身
延
山
本
が
共
に
こ
の
箇
所
の
み
「
1
情
辛
恋
」
　
「
一
情
意
恋
」
と
語
順
を
誤
っ
て
い
る
こ
と
は
、
偶
然
の
一
致
の
可
能
性
も
あ
る
と
は
　
　
フ
い
え
、
注
目
に
値
す
る
現
象
で
あ
ろ
う
。
　
延
慶
本
の
宝
物
集
依
拠
を
な
お
完
全
に
は
実
証
し
え
な
い
。
し
か
し
、
宝
物
集
現
存
本
と
の
比
較
に
お
い
て
、
小
異
あ
る
も
の
の
大
略
は
細
部
に
わ
た
っ
て
一
致
し
、
し
か
も
、
他
に
も
同
様
の
箇
所
を
多
く
共
有
す
る
“
唱
導
的
文
献
資
料
μ
と
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
宝
物
集
の
或
古
本
に
逢
着
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。　
四
部
本
灌
頂
巻
六
道
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
「
宝
物
集
全
篇
を
貫
く
仏
教
教
理
を
ふ
ま
え
て
構
成
さ
れ
て
」
お
り
、
「
詞
章
上
の
関
係
も
著
し
く
宝
物
集
か
ら
集
団
的
に
引
用
し
た
場
合
も
あ
る
」
と
の
、
構
成
・
詞
章
両
面
に
わ
た
る
渥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
か
を
る
氏
の
指
摘
を
重
視
し
て
宝
物
集
と
の
つ
な
が
り
を
追
認
し
て
よ
い
だ
ろ
う
が
、
な
お
次
の
箇
所
を
も
っ
て
補
強
し
た
い
。
而
れ
ば
白
居
易
の
詞
に
何
れ
の
日
何
れ
の
時
不
レ
待
二
出
入
息
再
会
一
、
永
く
隔
て
て
被
レ
（
マ
、
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
、
）
　
　
奇
二
何
れ
の
野
辺
何
れ
の
山
麓
弍
、
身
体
散
二
在
．
処
々
弔
、
申
吋
欲
け
と
交
晩
と
泥
魂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ル
　
　
屯
　
　
（
後
掲
の
番
号
L
。
返
り
点
及
び
平
仮
名
の
送
り
仮
名
等
は
私
に
補
　
　
つ
た
も
の
で
あ
る
。
）
こ
の
前
後
も
宝
物
集
近
似
の
記
事
が
続
い
て
い
る
の
だ
が
、
右
に
相
当
す
る
箇
所
は
宝
物
集
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
　
　
太
子
，
賓
客
白
楽
天
ハ
、
人
生
．
テ
一
百
年
、
カ
ソ
フ
レ
ハ
三
万
四
千
余
日
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
其
，
百
年
．
タ
モ
ツ
者
二
百
ニ
モ
ナ
ク
ト
ナ
ケ
キ
、
首
記
厳
院
，
明
賦
与
闇
　
　
身
上
、
磐
．
八
十
，
算
ヲ
保
ッ
人
、
連
日
．
カ
ソ
フ
レ
ハ
僅
。
二
万
八
千
余
日
。
平
家
物
語
と
宝
物
集
（
今
井
）
況
や
、
中
聖
慮
ナ
ム
者
、
何
ワ
待
ト
カ
セ
ン
。
何
，
日
何
，
時
キ
、
出
テ
入
ル
イ
キ
再
会
．
旧
事
ナ
ク
、
永
．
隔
ア
、
、
何
．
．
野
．
間
髪
何
．
．
山
．
麓
ニ
ス
テ
ラ
レ
　
　
テ
、
身
分
処
々
二
散
在
シ
一
．
、
泥
塊
ニ
マ
シ
ハ
ラ
ン
ト
ス
ラ
ン
ト
ハ
申
ソ
カ
シ
。
　
　
誠
二
今
生
，
身
ノ
ハ
テ
命
．
ヲ
ハ
リ
、
イ
カ
・
ヲ
ポ
ッ
カ
ナ
カ
ラ
ス
モ
侍
ラ
　
　
ソ
。
　
（
身
延
山
本
）
と
こ
ろ
が
見
る
よ
う
に
傍
線
部
は
、
白
居
易
で
は
な
く
、
明
賢
の
言
葉
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
明
賢
の
著
作
「
誓
願
講
式
」
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ソ
フ
　
　
設
．
有
智
ド
．
持
コ
八
十
．
算
り
者
上
、
連
日
，
日
ヲ
算
．
バ
纏
二
二
万
八
千
八
百
七
十
　
　
余
日
也
。
況
。
過
か
．
年
半
二
者
残
．
命
．
無
四
幾
ハ
ク
。
。
（
中
略
）
哀
哉
。
何
．
日
何
，
時
二
．
於
出
入
，
息
キ
無
レ
待
『
再
会
馬
弓
．
隔
テ
．
哉
。
何
，
野
．
間
山
．
麓
二
ヵ
　
　
　
ス
　
　
被
レ
奇
テ
、
身
分
処
々
二
散
在
シ
テ
交
野
泥
塊
～
為
堅
．
ン
塵
ト
。
　
　
　
と
あ
る
こ
と
か
ら
確
実
で
あ
る
。
従
っ
て
、
四
部
本
の
表
現
は
宝
物
集
を
依
拠
資
料
と
し
そ
れ
を
誤
引
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
三
　
さ
て
、
以
下
本
題
に
入
る
が
、
対
象
と
す
る
記
事
は
内
容
に
加
え
て
詞
章
上
の
対
応
を
も
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。
実
際
に
は
厳
格
な
線
引
は
し
が
た
い
の
だ
が
、
　
た
と
え
ぽ
一
行
阿
閣
梨
（
第
一
末
ノ
六
）
、
　
蘇
武
（
第
一
末
ノ
卦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
）
な
ど
は
除
い
た
。
扱
う
の
は
次
の
箇
所
で
あ
る
。
な
お
便
宜
上
、
延
慶
本
は
（
白
天
社
刊
）
活
字
本
、
宝
物
集
は
古
典
文
庫
第
二
五
入
冊
（
吉
田
本
）
に
よ
っ
て
個
数
を
示
す
。
た
だ
し
、
　
「
吉
田
本
の
二
五
・
巻
六
は
瑞
光
寺
本
等
の
巻
五
を
二
冊
に
分
冊
し
た
も
の
で
あ
り
、
巻
七
、
八
、
九
の
三
巻
は
、
瑞
光
寺
一
七
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
四
号
本
等
の
巻
六
・
巻
七
を
機
械
的
に
任
意
に
編
成
変
え
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
想
像
　
　
注
1
0
さ
れ
る
し
こ
と
か
ら
、
漢
数
字
に
て
示
す
巻
数
の
下
に
O
内
に
、
第
二
種
七
巻
本
系
一
般
の
巻
数
を
補
っ
て
お
く
。
延
慶
本
平
家
物
語
吉
田
本
宝
物
集
1
第
一
末
十
五
「
迦
留
大
臣
之
事
」
　
①
迦
留
大
臣
（
伽
頁
⑨
行
～
㎜
頁
②
行
）
皿
第
二
本
八
「
中
宮
御
産
有
事
」
　
②
紺
青
鬼
（
㎜
⑤
～
⑧
）
　
③
頼
通
、
法
華
経
の
効
験
に
よ
り
延
命
（
㎜
⑧
　
　
～
⑮
）
皿
第
三
本
十
三
「
太
政
入
道
他
界
事
」
　
④
摩
詞
止
観
云
々
（
螂
③
～
④
）
　
⑤
倶
舎
論
云
々
（
撚
④
～
⑤
）
　
⑥
炎
魔
王
，
使
云
々
（
螂
⑤
～
⑧
）
　
⑦
日
蔵
（
螂
⑧
～
⑭
）
W
第
六
本
廿
二
「
建
礼
門
院
吉
田
へ
入
セ
給
事
」
　
⑧
王
聖
君
（
蹴
⑫
～
⑮
）
V
第
六
本
法
七
「
建
礼
門
院
御
出
家
事
」
　
⑨
年
少
出
家
の
功
徳
（
鵬
⑪
～
⑬
）
M
第
六
末
廿
里
「
六
代
御
前
高
野
熊
野
へ
詣
給
事
」
　
⑩
弥
陀
前
生
課
（
…
…
⑥
～
⑩
）
　
⑪
出
家
菩
提
心
の
功
徳
（
蜘
⑩
～
⑬
）
W
第
六
末
廿
五
「
法
皇
小
原
、
御
幸
成
人
」
　
　
　
　
　
　
　
注
1
1
・
法
皇
、
女
院
訪
問
一
3
8
⑩
～
4
0
③
二
9
9
⑨
～
卿
②
九
㈲
捌
⑦
～
鋤
⑤
二
m
⑩
～
⑪
二
型
③
～
⑥
二
巴
⑦
～
m
③
二
8
8
①
～
⑨
三
塒
①
～
耐
①
四
丁
⑥
～
⑪
八
㊨
姻
⑧
～
⑩
四
耶
⑥
～
餅
①
⑫
延
喜
帝
詠
歌
（
日
蔵
）
囮
諸
行
無
常
の
偶
（
隔
⑤
）
囮
極
重
悪
人
の
偶
（
…
…
⑩
）
囮
一
切
業
障
海
の
偶
（
鵬
⑫
）
囮
若
有
重
業
障
の
偶
（
舗
⑬
）
⑰
法
身
体
遍
諸
衆
生
の
偶
（
騰
⑭
）
。
女
院
六
道
語
り
点
綴
梵
士
（
謝
⑥
～
⑦
）
圃
天
上
欲
退
時
の
偶
（
槻
⑨
）
圃
修
羅
八
裂
（
鰯
⑬
～
⑭
）
團
野
心
の
憂
（
鰯
⑧
～
⑮
）
國
鴛
掘
摩
羅
（
麟
⑪
）
團
化
預
国
王
（
…
…
⑪
）
図
戒
酵
素
師
、
阿
闊
世
王
囮
普
明
王
（
鰯
④
～
⑦
）
奇
術
婆
心
（
鰯
⑫
～
⑬
）
圖
倶
那
羅
太
子
（
鰯
⑬
）
囮
則
天
皇
后
（
…
…
⑬
～
⑭
）
圓
紺
青
鬼
（
鰯
⑮
）
図
志
賀
寺
聖
人
（
鰯
⑮
～
⑰
）
国
在
原
業
平
（
鰯
⑰
）
國
諸
有
三
千
界
の
偶
（
脚
④
～
⑤
）
働
大
論
の
文
（
脚
⑤
～
⑥
）
　
図
釈
尊
入
滅
（
蟷
①
～
②
）
囮
崇
峻
天
皇
（
鵬
⑥
～
⑦
）
⑳
貧
女
一
燈
（
鵬
⑫
～
⑬
）
（
7
2
⑯
～
7
一
②
）
（
鰯
③
～
④
）
二
8
8
①
～
8
9
①
二
7
2
②
九
㊨
燭
⑨
七
因
窺
④
九
㊨
鰯
⑧
八
㈹
猫
①
～
②
一
八
二
m
③
～
④
三
斜
⑤
～
⑥
二
9
5
①
～
⑥
二
8
9
⑨
～
9
0
⑧
八
㈹
螂
⑧
～
⑩
八
二
蹴
⑥
～
⑧
二
期
⑨
～
⑩
六
㈲
捌
⑩
～
蹴
①
立
川
⑥
～
躍
⑥
素
踊
⑦
・
篇
④
～
⑥
六
㈲
脳
①
～
⑧
二
9
9
⑨
～
鵡
⑨
五
㎜
④
～
⑤
・
珈
①
～
⑪
六
㈲
郷
⑤
～
⑧
五
二
②
～
④
五
運
⑤
～
⑥
三
㎜
①
～
⑨
二
三
⑨
～
⑩
八
㈹
覇
①
～
⑥
　
⑳
東
風
吹
ハ
の
歌
（
蜘
④
～
⑥
）
　
鐙
弓
削
以
言
（
鰯
⑧
～
⑪
）
　
　
　
マ
こ
　
画
陽
貴
妃
・
李
夫
人
（
蜘
⑫
～
⑬
）
皿
第
六
末
廿
六
「
建
礼
門
院
法
性
寺
三
ア
終
給
事
」
。
女
院
往
生
　
囮
善
知
識
の
文
（
鰯
①
）
一
方
、
四
部
本
に
つ
い
て
は
、
二
撚
②
～
⑩
一
1
7
④
～
⑦
三
越
⑪
～
瑚
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
㈹
朔
⑩
～
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
落
し
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
灌
頂
巻
以
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ね
外
の
巻
で
は
宝
物
集
に
依
拠
し
た
と
思
わ
れ
る
記
事
を
見
出
し
得
な
か
っ
た
。
灌
頂
巻
に
つ
い
て
は
、
延
慶
本
と
重
な
る
記
事
（
四
角
で
囲
っ
た
番
号
。
た
だ
し
、
後
述
の
よ
う
に
両
本
に
は
ま
ま
異
同
あ
り
）
の
他
、
A
～
Z
の
独
自
依
拠
記
事
を
も
つ
。
角
番
号
の
下
に
は
汲
古
書
院
影
印
本
『
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
　
下
』
の
頁
数
を
、
A
～
Z
に
つ
い
て
は
同
影
印
本
の
頁
数
の
下
に
、
吉
田
本
宝
物
集
（
古
典
文
庫
）
の
寸
々
を
示
す
。
　
。
法
皇
、
女
院
訪
問
　
　
囮
㎜
右
6
、
囮
㎜
左
1
、
A
（
衆
庶
如
霜
露
の
偶
）
瑚
左
2
一
七
因
鋭
　
　
5
、
囮
㎜
左
3
、
十
号
左
4
～
5
　
。
女
院
六
道
語
り
　
　
囮
篇
左
3
、
圃
川
左
1
、
B
（
一
人
一
日
中
の
掲
）
川
左
4
～
6
1
七
㈹
　
　
潮
2
～
3
、
囮
脇
左
1
～
4
、
C
（
諸
阿
修
羅
等
の
偶
）
珊
左
3
1
二
9
5
　
　
4
～
5
、
團
鷲
左
6
～
珊
左
3
、
團
捌
右
2
～
3
、
計
量
右
3
、
團
㎜
左
　
　
3
～
5
、
囮
（
須
陀
摩
王
）
丁
丁
5
～
捌
右
2
、
囮
捌
左
4
～
5
、
國
捌
　
　
左
5
～
麗
右
1
、
D
（
阿
育
王
八
万
四
千
人
の
后
を
殺
す
）
麗
右
1
～
2
　
　
1
三
伽
1
1
・
四
獅
8
～
9
、
E
（
皇
女
欲
近
付
海
人
云
々
）
職
右
2
～
3
　
　
一
五
頒
6
、
囮
窺
右
3
～
4
、
凶
単
玉
5
～
6
、
豊
麗
右
6
～
左
2
、
画
　
　
捌
左
2
～
3
、
國
鵬
右
1
～
3
　
・
女
院
仏
法
論
議
平
家
物
語
と
宝
物
集
（
今
井
）
国
掲
左
1
～
㎜
右
1
、
囮
㎜
左
1
～
2
F
（
博
文
少
将
）
㎜
左
1
～
珈
右
3
一
三
鵬
1
1
～
鵬
3
G
（
藤
原
相
思
）
獅
右
3
～
6
一
三
覇
6
～
1
1
H
（
前
少
将
後
少
将
）
謝
左
1
～
2
1
三
靭
1
～
3
　
　図
細
左
2
～
6
、
國
蹴
左
6
～
蹴
右
1
1
（
和
泉
式
部
）
蹴
右
2
～
4
一
一
4
5
4
～
4
6
1
J
（
出
息
摂
待
入
気
）
蹴
右
4
～
5
1
二
7
2
8
K
（
妻
子
珍
宝
の
偶
）
蹴
左
1
～
2
1
二
m
7
～
9
L
（
白
居
易
詞
）
蹴
左
2
～
4
1
二
8
0
6
～
8
1
1
M
（
大
方
流
転
生
死
云
々
）
蹴
左
4
～
脇
右
4
i
二
8
2
8
～
9
・
二
8
4
9
　
　
～
8
5
1
N
（
一
念
発
起
菩
提
心
の
文
）
㍑
右
6
～
左
1
1
四
餅
1
0
～
1
1
0
（
闇
鍮
珈
唯
識
云
々
）
脳
右
2
～
6
一
二
6
4
9
～
7
0
9
P
（
日
蔵
）
捌
左
3
～
5
i
二
8
8
1
～
9
Q
（
不
持
菩
提
種
云
々
）
測
左
5
～
獅
右
1
1
二
8
2
5
～
8
R
（
思
知
人
モ
在
ナ
リ
の
歌
）
獅
右
5
～
6
一
二
7
9
1
0
～
1
1
S
（
一
切
有
為
法
の
偶
）
獅
左
3
～
4
1
二
7
0
5
T
（
世
事
ヲ
何
響
エ
ソ
の
歌
）
獅
左
5
一
二
7
1
6
V
（
無
言
太
子
）
獅
左
6
～
獅
右
2
一
二
7
3
4
～
5
V
（
此
世
社
財
知
ヌ
レ
の
歌
）
獅
左
6
～
斯
右
1
i
ご
8
3
9
～
1
0
W
（
無
量
無
数
劫
の
偶
）
蹴
右
1
～
3
1
二
6
9
2
～
3
X
（
女
人
地
獄
使
の
偶
）
眠
草
6
～
左
2
1
五
雅
3
Y
（
不
軽
大
士
）
蹴
左
5
～
珊
右
1
1
八
㈹
聯
9
～
1
0
Z
（
義
孝
往
生
）
繊
右
2
～
左
2
1
三
靭
3
～
8
・
女
院
往
生
囮
鋤
左
6
～
獅
右
1
鳳
九
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
四
号
　
先
述
の
よ
う
に
、
角
番
号
で
示
し
た
記
事
が
両
本
に
共
通
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
延
慶
本
の
⑫
⑰
働
⑳
＠
⑳
、
四
部
本
の
A
B
C
D
E
は
同
じ
記
事
構
成
中
に
あ
り
な
が
ら
、
一
方
に
の
み
存
し
、
土
入
か
他
方
の
削
除
・
脱
落
か
俄
に
判
定
し
が
た
い
◎
こ
れ
ら
は
　
　
　
　
　
　
　
注
1
3
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
が
、
本
稿
で
は
、
延
慶
本
・
四
部
本
の
独
自
依
拠
章
句
と
、
両
本
に
共
通
す
る
依
拠
章
句
と
で
は
性
格
を
異
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
、
今
回
は
除
外
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
延
慶
本
独
自
記
事
（
宝
物
集
依
拠
章
句
）
①
～
⑪
…
こ
れ
を
α
群
と
　
称
す
。
・
延
慶
本
・
四
部
本
両
本
共
通
章
句
囮
～
囮
、
囮
～
國
、
図
囮
圓
囮
…
　
β
群
。
四
部
本
独
自
章
句
F
～
Z
…
7
群
こ
の
三
群
の
記
事
・
章
句
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
　
考
察
に
あ
た
っ
て
は
次
の
二
点
に
留
意
し
た
い
。
　
α
群
の
記
事
を
除
き
、
β
・
r
は
い
ず
れ
も
章
句
の
数
は
多
い
が
、
断
片
的
で
ま
と
ま
り
に
欠
け
、
直
ち
に
は
依
拠
し
た
宝
物
集
の
系
統
を
確
定
し
が
た
い
こ
と
。
α
身
三
吉
　
　
曹
連
星
二
一
一
①
●
▽
…
　
□
△
△
△
△
二
⑦
　
②
　
④
　
⑤
　
⑥
①
　
…
□
○
　
　
・
　
○
□
　
．
　
○
／
　
　
｝
　
▽
▽
　
…
　
▽
▽
▽
□
①
□
○
×
▽
○
○
○
×
○
□
◎
×
□
●
△
△
三
⑧
●
　
…
実
父
▽
▽
×
×
四
⑪
　
⑨
□
①
…
①
／
○
…
○
□
□
△
▽
□
□
×
▽
七
⑩
　
③
□
　
　
…
　
○
●
　
　
・
　
□
○
□
○
／
▽
△
△
／
β
身
喜
吉
元
片
二
一
二
圓
　
図
　
國
　
國
　
図
　
囮
　
囮
○
　
　
　
○
□
…
□
□
　
　
　
□
①
　
…
①
○
　
…
○
○
　
…
　
○
①
　
…
　
①
○
○
○
○
①
①
□
▽
①
①
▽
□
□
□
×
▽
○
○
×
×
○
○
○
□
×
　
×
　
×
　
×
三
図
　
國
　
画
◎
　
…
○
○
／
…
○
○
○
　
…
○
○
○
○
○
□
×
×
×
□
○
○
○
○
五
國
　
國
　
囮
　
國
　
圏
　
図
　
囮
○
　
…
○
①
　
…
①
○
　
　
　
○
◎
…
○
○
　
…
○
○
　
　
　
○
○
…
○
○
○
×
／
□
□
×
／
○
○
×
／
○
○
○
／
○
□
×
／
○
□
×
／
○
○
×
／
面
立
　
國
○
　
…
　
○
○
　
…
　
○
○
○
×
／
○
□
□
□
七
囮
　
國
　
図
　
囮
○
　
　
　
○
▽
…
▽
／
　
　
　
○
／
　
…
○
○
○
○
／
□
●
×
／
○
○
×
／
○
○
×
／
二
〇
γ
身
撃
吉
　
一
元
仁
二
一
一
1□
▽
…
　
□
○
○
×
○
二
W
　
O
　
S
　
T
　
J
　
U
　
R
　
L
　
Q
　
M
　
V
　
P
　
K
□
　
…
□
●
　
…
□
○
　
　
　
□
①
　
…
◎
□
　
…
○
□
…
●
□
　
…
□
①
　
　
　
①
　
｝
□
　
　
　
□
△
　
…
▽
●
…
□
□
　
　
…
　
□
○
　
一
〇
○
○
○
×
▽
▽
△
▽
□
□
◎
○
□
□
×
×
○
○
○
○
▽
▽
▽
×
①
①
×
×
□
□
▽
×
▽
▽
●
□
□
●
□
×
×
　
×
　
×
　
×
○
○
○
○
□
x
◎
×
三
F
　
G
　
H
　
Z／　
｝
○
○
　
一
／
　
…
○
○
　
｝
／
　
　
…
□
□
　
一
／
　
　
…
□
□
□
x
O
▽
□
□
×
○
▽
▽
△
◎
□
□
▽
◎
四
N
三
咲
…
　
□
○
○
□
○
五
X
／
　
…
　
○
○
○
○
／
六
Y□
　
　
…
　
▽
□
●
▽
／
　
加
え
て
、
宝
物
集
に
は
多
様
な
異
本
が
あ
り
、
諸
本
系
統
論
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
大
雑
把
な
言
い
方
に
な
る
が
、
そ
れ
ら
の
本
文
は
相
互
に
複
雑
な
影
響
関
係
に
あ
り
、
い
ず
れ
の
異
本
も
部
分
的
に
は
古
態
を
留
め
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
現
存
本
と
の
比
較
を
通
じ
て
依
拠
宝
物
集
の
姿
を
探
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
出
典
研
究
の
中
で
平
家
物
語
と
の
対
応
記
事
数
が
少
な
い
か
ら
と
、
あ
ら
か
じ
め
詳
し
い
検
討
対
象
か
ら
は
除
外
さ
れ
て
い
た
二
巻
本
・
一
巻
本
等
の
略
本
と
平
家
物
語
の
記
事
と
の
関
わ
り
方
を
も
看
過
で
き
な
い
こ
と
。　
従
っ
て
、
宝
物
集
諸
本
と
の
関
わ
り
方
を
全
体
的
に
眺
め
、
或
傾
向
性
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
指
標
を
見
出
し
、
そ
れ
を
補
強
材
料
と
し
て
依
拠
宝
物
集
の
系
統
を
確
定
す
る
と
い
う
方
法
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
意
図
を
容
れ
る
た
め
、
上
記
三
群
の
宝
物
集
依
拠
章
句
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、
宝
物
集
諸
本
の
異
同
を
調
査
し
、
当
該
依
拠
章
句
に
近
い
順
に
○
か
ら
△
に
い
た
る
記
事
で
序
列
化
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
結
果
を
宝
物
集
（
吉
田
本
）
の
記
事
構
成
に
従
っ
て
再
配
列
し
て
示
し
た
の
が
、
前
頁
に
掲
げ
る
表
で
あ
る
。
な
お
、
β
は
共
通
記
事
と
は
い
え
、
延
慶
本
・
四
部
本
両
本
の
表
現
に
は
相
違
も
少
な
く
な
い
が
、
繁
雑
で
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
の
傾
向
・
様
相
に
大
差
な
い
と
判
断
し
、
延
慶
本
に
よ
る
調
査
結
果
の
み
を
表
示
す
る
。
〔
凡
例
〕
。
最
上
段
の
漢
数
字
一
～
七
は
宝
物
集
信
巻
本
の
巻
数
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
。
宝
物
集
の
項
、
上
か
ら
順
に
身
延
山
本
・
光
長
寺
本
（
巻
一
零
本
）
・
最
明
　
寺
本
（
巻
四
零
本
）
聴
以
上
、
身
延
山
本
系
第
二
種
七
巻
本
〈
仮
称
〉
、
か
　
能
寺
本
（
巻
三
零
本
）
・
吉
田
本
日
吉
田
本
系
第
二
種
七
巻
本
〈
仮
称
〉
、
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
元
禄
本
、
片
活
本
、
二
巻
本
、
一
巻
本
を
配
す
。
。
○
□
▽
△
は
、
○
を
付
し
た
宝
物
集
の
表
現
が
当
該
依
拠
章
句
に
近
く
、
以
　
下
□
▽
△
の
順
に
依
拠
章
句
の
表
現
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
さ
ち
に
大
き
く
隔
た
り
を
み
せ
る
本
文
も
あ
る
が
、
便
宜
上
△
以
下
の
階
梯
　
は
設
け
ず
△
に
一
括
し
た
。
・
●
は
宝
物
集
積
本
中
、
あ
る
一
本
（
系
統
）
の
み
が
、
①
は
二
本
が
最
も
当
該
依
拠
章
句
に
近
い
表
現
を
と
っ
て
い
る
場
合
に
付
す
。
な
お
、
身
延
山
本
　
の
記
事
省
略
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
最
も
近
い
一
本
を
◎
で
示
し
た
。
・
O
凹
▽
△
な
ど
、
記
号
の
中
に
黒
点
を
加
え
た
宝
物
集
は
、
記
事
全
体
と
し
　
て
は
他
諸
本
に
ぬ
き
ん
で
て
当
該
依
拠
章
句
に
近
縁
性
を
も
つ
わ
け
で
は
な
　
い
が
、
部
分
的
に
、
最
近
似
の
表
現
を
み
せ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
様
　
子
は
事
項
に
よ
っ
て
異
な
り
、
主
な
も
の
は
後
述
す
る
。
・
身
延
山
本
の
項
に
付
し
た
O
は
略
述
の
た
め
、
吉
田
本
・
二
巻
本
の
項
に
付
　
し
た
0
は
吉
田
本
系
（
狭
義
。
瑞
光
寺
本
、
吉
川
本
）
、
二
巻
本
系
諸
本
内
　
に
各
々
異
同
が
あ
る
た
め
、
最
終
的
な
判
定
を
下
し
え
ぬ
も
の
。
×
は
記
事
　
の
な
い
こ
と
を
、
／
は
欠
巻
（
一
巻
本
）
・
省
略
（
身
延
山
本
）
を
示
す
。
　
　
　
　
※
　
い
ま
α
β
を
一
括
し
て
延
慶
本
の
依
拠
本
文
を
特
定
す
る
な
ら
ぽ
、
身
延
山
本
が
総
体
と
し
て
最
も
近
く
、
前
述
武
久
堅
氏
の
「
身
延
山
久
遠
寺
本
系
祖
本
依
拠
」
想
定
は
極
め
て
適
確
な
判
断
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
α
と
β
、
β
と
r
と
に
は
そ
れ
ぞ
れ
無
視
し
が
た
い
相
違
が
あ
る
。
一
、
身
延
山
本
系
に
最
も
近
似
す
る
記
事
・
章
句
（
●
）
が
、
α
に
は
①
⑧
③
　
の
三
箇
所
、
γ
に
は
0
（
T
）
V
の
二
（
三
）
箇
所
あ
る
の
に
対
し
、
β
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
は
そ
れ
が
な
い
こ
と
。
　
①
（
迦
留
大
臣
）
は
先
に
触
れ
た
の
で
省
略
す
る
。
　
　
　
延
慶
本
⑧
（
巻
十
一
－
廿
二
「
建
礼
門
院
吉
田
へ
入
セ
惨
事
」
）
）
イ
ツ
ク
モ
旅
ノ
空
ハ
物
哀
昌
テ
、
モ
ラ
ヌ
　
　
身
延
山
本
王
仁
君
力
王
宮
，
出
．
胡
国
へ
行
シ
サ
マ
胡
国
ノ
后
ト
ハ
モ
テ
ナ
セ
ト
モ
、
ナ
平
家
物
語
と
宝
物
集
（
今
井
）
二
一
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
四
号
岩
屋
タ
ニ
モ
ナ
ヲ
露
ケ
キ
習
［
ナ
レ
ハ
御
涙
ソ
先
立
ケ
ル
。
　
ソ
レ
ニ
付
テ
モ
昔
今
．
事
思
召
ノ
コ
ス
事
ナ
キ
マ
・
即
下
　
ナ
ケ
キ
コ
シ
ミ
チ
ノ
ツ
ユ
ニ
モ
マ
　
サ
リ
ケ
リ
フ
ル
サ
ト
コ
フ
ル
ソ
テ
　
ノ
ナ
ミ
タ
ハ
ト
王
照
君
力
胡
国
二
旅
立
テ
歌
ケ
ソ
モ
理
也
ト
テ
更
二
人
．
上
ト
モ
思
召
サ
・
リ
ケ
リ
ラ
バ
ヌ
旅
ノ
床
露
ケ
ク
、
月
ノ
光
り
ハ
ハ
ヤ
ケ
レ
ト
モ
一
業
昌
ク
ラ
サ
レ
テ
ク
モ
レ
リ
。
　
（
中
略
）
此
心
．
詩
寄
少
々
侍
ル
メ
リ
。
　
型
染
．
右
衛
門
　
ナ
ケ
キ
コ
シ
道
ノ
ッ
ユ
ニ
モ
マ
サ
　
　
　
リ
也
リ
ケ
ル
同
郷
コ
フ
ル
袖
ノ
ナ
、
・
・
タ
州
（
三
－
五
ウ
　
7
4
頁
）
※
「
ナ
ケ
キ
コ
シ
」
の
歌
は
宝
物
集
の
中
で
は
第
二
種
七
巻
本
系
の
み
に
あ
り
、
㊨
㊥
は
傍
線
部
を
「
な
れ
に
し
里
を
こ
ふ
る
涙
は
」
と
す
る
。
延
慶
本
と
同
じ
く
宝
物
集
を
依
拠
資
料
の
一
つ
と
す
る
真
名
本
曽
我
物
語
が
「
ナ
ケ
キ
コ
ソ
道
ノ
露
ニ
モ
マ
サ
リ
ケ
レ
古
郷
コ
ウ
ル
袖
の
ナ
ミ
タ
ご
と
す
る
他
は
、
後
拾
遺
集
、
蓋
置
衛
門
集
も
「
な
れ
に
し
さ
と
を
こ
ふ
る
　
に
イ
涙
は
」
と
あ
る
。
な
お
、
延
慶
本
は
建
礼
門
院
の
吉
田
入
御
を
描
く
に
あ
た
っ
て
、
王
子
君
説
話
そ
の
も
の
を
引
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
た
め
歌
を
除
く
詞
章
は
直
接
重
な
ら
な
い
が
、
歌
の
表
現
の
一
致
を
重
視
し
て
宝
物
集
依
拠
記
事
の
一
つ
に
数
え
た
。
③
又
三
条
院
．
宇
治
殿
頼
通
．
御
聾
．
【
取
ム
ト
セ
サ
セ
雨
漏
シ
マ
シ
ケ
ル
ニ
御
病
付
テ
大
事
ニ
ナ
リ
給
．
、
験
者
ニ
ハ
心
心
僧
都
三
尊
阿
閣
梨
、
陰
陽
師
．
ハ
賀
茂
．
光
栄
安
倍
．
古
平
ナ
ム
ト
ヲ
メ
シ
テ
音
ヲ
ア
ケ
テ
旬
シ
リ
ケ
レ
ト
モ
、
三
条
院
．
宇
治
殿
頼
通
・
フ
御
聾
，
一
取
ラ
ム
ト
セ
サ
セ
ヲ
ハ
シ
マ
シ
ケ
ル
ニ
、
御
病
ツ
キ
テ
大
事
ニ
ナ
リ
給
一
ア
、
験
者
ニ
円
心
主
僧
部
軸
装
阿
閣
梨
、
陰
陽
師
ニ
ハ
賀
茂
．
光
栄
安
倍
ノ
吉
平
ナ
ム
ト
カ
。
尽
シ
声
一
．
ア
ケ
ノ
・
シ
リ
ケ
レ
ト
忌
月
ハ
リ
ニ
ヨ
ハ
ラ
セ
マ
シ
く
テ
引
入
ラ
セ
給
ケ
ル
ヲ
御
堂
関
白
道
長
公
ノ
オ
ハ
シ
マ
シ
テ
目
本
国
昌
法
花
経
，
是
程
。
ヒ
ロ
マ
ラ
セ
給
フ
ハ
我
力
也
、
コ
ノ
タ
ヒ
我
子
，
蔓
生
サ
セ
給
ヘ
ト
テ
ナ
ミ
タ
ヲ
流
テ
等
量
品
ヲ
一
枚
計
リ
三
皇
ケ
レ
ハ
、
御
シ
ウ
ト
ノ
具
平
親
王
物
．
ケ
ニ
ア
ラ
ワ
レ
給
．
、
子
，
悲
。
サ
バ
誰
モ
同
シ
事
ニ
テ
コ
ソ
ア
レ
、
我
子
二
物
。
思
ワ
セ
ム
コ
ト
ノ
悲
シ
ケ
レ
ハ
付
奉
タ
レ
ト
モ
法
花
経
ニ
カ
タ
サ
リ
奉
。
帰
り
侍
ヌ
ト
宣
，
．
御
病
止
ニ
ケ
リ
。
二
二
モ
、
タ
・
ヨ
ハ
ニ
ナ
リ
給
テ
ヒ
キ
入
給
ケ
ル
ヲ
、
御
堂
道
長
ノ
オ
ハ
シ
マ
シ
テ
日
本
国
二
法
花
経
，
コ
レ
程
二
弘
セ
給
ハ
万
力
ナ
リ
。
　
此
度
我
子
，
命
イ
ケ
サ
月
給
ヘ
ト
テ
一
涙
ヲ
流
シ
テ
寿
量
品
ヲ
一
※
身
延
山
本
は
延
慶
本
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
集
諸
本
中
、
　
身
延
山
本
の
み
が
一
致
す
る
表
現
で
あ
る
。
例
示
す
る
。
㊨
「
宇
治
殿
雛
を
三
条
院
」
院
」
、
㊥
「
宇
治
ノ
関
白
頼
通
ヲ
三
条
院
」
、
は
ぐ
べ
い
し
ん
わ
う
の
御
む
す
め
を
す
て
x
、
巻
　
　
　
四
部
本
0
然
闇
ク
喩
珈
唯
識
、
天
台
花
厳
モ
不
膝
。
眼
、
空
観
次
第
争
可
知
候
。
乍
去
問
セ
下
事
ナ
．
無
伝
承
処
、
令
申
片
端
計
。
先
．
諸
法
観
空
事
、
一
切
諸
法
枚
計
読
給
．
ケ
レ
ハ
、
　
御
シ
ウ
ト
ノ
具
平
親
王
物
．
ケ
ニ
ア
ラ
バ
レ
給
。
、
子
ノ
カ
ナ
シ
バ
誰
。
同
。
事
そ
．
コ
ソ
ア
レ
、
我
子
二
物
ヲ
思
ハ
セ
ン
ス
ル
コ
ト
ノ
悲
シ
ケ
レ
ハ
、
ツ
キ
奉
り
タ
レ
ト
モ
法
花
経
ニ
カ
タ
サ
リ
タ
テ
マ
ッ
リ
テ
返
り
侍
，
ヌ
ト
言
。
御
薄
ヤ
ミ
給
ヒ
ケ
リ
。
　
（
七
一
一
一
ウ
　
…
…
頁
）
　
　
　
　
　
中
で
も
傍
線
部
は
宝
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒
頭
の
み
を
　
　
、
㊧
「
宇
治
殿
蟹
翻
ヲ
三
条
　
　
　
◎
「
く
は
ん
ば
く
よ
り
み
ち
　
　
　
　
三
で
う
の
み
ん
の
」
O
欠
　
　
身
延
山
本
門
ヤ
、
ア
ヤ
シ
ノ
山
カ
ツ
争
ヵ
申
宣
侍
一
．
ン
。
南
都
．
修
学
皿
眼
，
サ
ラ
サ
・
リ
シ
カ
バ
鍮
伽
唯
識
ニ
モ
暗
ク
、
北
嶺
，
聖
教
ニ
ヒ
チ
ヲ
ク
タ
サ
・
リ
シ
カ
バ
止
皆
悉
空
寂
。
、
無
生
磨
滅
無
大
無
塩
、
被
説
法
華
経
、
可
柱
心
。
観
玄
義
ニ
モ
マ
ト
ヘ
リ
。
　
（
中
略
）
錐
然
ゐ
中
山
寺
二
只
且
。
侍
り
．
二
諸
法
，
空
也
卜
観
ス
。
．
仏
法
，
大
心
，
ハ
甲
ト
．
ソ
承
り
シ
カ
。
　
（
中
略
）
山
寺
二
。
承
り
。
文
ト
。
。
少
々
甲
侍
ル
、
。
（
中
略
）
一
切
諸
法
皆
悉
空
寂
無
生
無
減
無
大
無
二
（
二
f
一
ウ
　
2
8
頁
）
　
※
傍
線
部
㊨
「
諸
経
を
空
な
り
と
観
ず
る
こ
そ
」
、
㊧
㊧
◎
「
諸
行
無
常
　
ヲ
観
ル
ヲ
」
、
e
「
諸
行
ハ
無
常
ナ
リ
ト
観
ス
ル
ヲ
」
ω
越
中
ヲ
何
讐
エ
．
秋
．
田
．
ホ
ノ
六
国
照
．
宵
，
電
ト
　
云
、
ル
可
此
心
　
②
背
中
ヲ
ナ
ニ
・
警
．
秋
ノ
田
ノ
ホ
ノ
カ
ニ
テ
ラ
ス
ヨ
ヒ
ノ
イ
ナ
ッ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
ー
ニ
ウ
　
3
0
）
※
㊨
ほ
の
う
へ
、
㊧
㊥
穂
ノ
上
、
◎
θ
歌
全
体
ナ
シ
。
但
し
、
小
泉
弘
氏
　
「
『
宝
物
集
』
の
所
収
和
歌
一
覧
」
　
（
『
古
冷
冷
宝
物
集
　
研
究
篇
』
痂
　
頁
）
に
よ
れ
ば
、
吉
田
本
系
の
瑞
光
寺
本
・
吉
川
本
も
「
ほ
の
か
」
と
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
前
掲
表
吉
田
本
の
項
も
①
と
表
示
し
た
。
本
稿
の
よ
う
な
微
細
な
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
に
わ
た
っ
て
の
調
査
に
は
、
瑞
光
寺
本
・
吉
川
本
の
披
見
が
欠
か
せ
な
い
　
が
果
せ
な
か
っ
た
。
本
稿
の
結
論
の
大
勢
は
動
か
な
い
と
思
う
が
、
他
日
　
の
補
訂
を
期
し
た
い
。
　
　
　
こ
そ
　
V
此
世
社
思
知
。
．
桜
花
サ
．
ヵ
ト
う
ハ
根
　
　
つ
つ
　
返
宛
　
花
忍
院
法
印
被
三
后
也
　
　
※
㊨
傍
線
部
ナ
シ
、
㊧
㊧
◎
θ
歌
全
体
ナ
シ
。
平
家
物
語
と
宝
物
集
（
今
井
）
　
　
　
　
　
　
法
印
元
性
匪
山
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
此
世
ヲ
ソ
思
．
知
ヌ
ル
桜
花
サ
ク
カ
ト
ス
レ
ハ
根
ニ
カ
ヘ
リ
ツ
・
（
二
一
七
ウ
　
3
7
）
　
　
　
　
　
又
、
宝
物
集
以
外
に
本
　
　
　
歌
を
記
載
す
る
も
の
が
管
見
に
入
ら
な
か
っ
た
。
二
、
α
に
は
⑦
、
γ
に
は
し
Q
（
さ
ら
に
、
身
延
山
本
省
略
箇
所
で
あ
る
の
で
　
不
充
分
な
比
較
で
は
あ
る
が
、
G
H
Z
も
加
え
て
よ
い
だ
ろ
う
）
と
、
二
巻
　
本
、
一
巻
本
と
関
わ
り
の
あ
る
記
事
が
み
ら
れ
る
の
に
対
し
、
β
に
は
そ
れ
　
が
見
出
せ
な
い
こ
と
。
⑦
昔
．
金
考
選
．
日
蔵
聖
人
，
二
言
断
食
ニ
シ
テ
行
．
ス
ル
間
、
秘
密
喩
伽
．
　
　
　
　
　
　
　
ユ
鈴
ヲ
ニ
キ
リ
ナ
カ
ラ
死
入
タ
ル
事
侍
一
　
　
　
　
2
0
0
　
　
　
　
　
　
　
　
3
△
△
ム
ケ
リ
。
地
獄
一
7
ア
延
喜
御
門
二
会
マ
ヒ
ム
　
ム
ム
　
ム
ム
ム
　
ム
　
ム
ラ
セ
タ
ル
山
畢
ア
リ
キ
。
地
獄
二
来
ル
者
二
度
閻
浮
提
二
帰
ル
事
ナ
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
汝
ハ
ヨ
ミ
返
ヘ
キ
者
也
。
我
父
　
　
　
る
ム
ム
ム
ム
ム
寛
平
法
皇
．
命
。
タ
カ
ヘ
モ
実
。
以
。
菅
原
右
大
臣
ヲ
流
罪
セ
シ
ツ
ミ
ニ
ヨ
リ
ほ
り
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
テ
地
獄
二
落
．
苦
患
，
受
．
。
　
必
ス
我
王
子
二
語
一
．
苦
，
ス
ク
フ
ヘ
シ
ト
仰
有
ケ
レ
ハ
、
田
零
ア
承
ケ
ル
ヲ
、
冥
途
ハ
罪
ナ
キ
ヲ
以
．
主
ト
。
、
聖
人
我
．
敬
．
事
ナ
カ
レ
ト
被
仰
ケ
ル
事
コ
ソ
悲
シ
ケ
レ
※
1
身
延
山
本
と
の
み
共
通
表
記
。
㊨
「
死
入
侍
リ
ケ
ル
」
　
入
タ
ル
事
ア
リ
キ
L
、
◎
「
し
に
い
り
た
り
け
る
に
」
　
七
日
ア
リ
テ
ヨ
ミ
カ
ヘ
リ
テ
ア
リ
キ
」
※
2
・
5
二
巻
本
と
の
み
共
通
表
記
。
⑧
「
に
し
て
」
、
㊧
㊧
「
行
て
」
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≡
ご
金
峯
山
．
日
蔵
聖
人
力
無
言
断
食
ニ
テ
行
ナ
ヒ
シ
ケ
ル
程
二
、
秘
密
喩
伽
．
鈴
ヲ
ニ
キ
リ
ナ
カ
ラ
死
．
入
タ
ル
事
侍
リ
ケ
リ
。
地
獄
ニ
シ
テ
延
野
口
，
聖
主
二
奉
け
値
ケ
レ
ハ
、
帝
ト
聖
人
ヲ
見
。
言
ク
、
地
獄
昌
来
ル
者
ノ
再
．
人
間
二
野
事
ナ
シ
。
汝
ハ
ヨ
ミ
カ
ヘ
ル
ヘ
キ
三
三
。
我
レ
父
寛
平
法
皇
ノ
為
二
不
孝
。
り
き
又
、
無
実
ヲ
モ
テ
菅
原
右
大
臣
，
流
罪
シ
タ
リ
キ
。
此
罪
科
ニ
ヨ
リ
テ
今
地
獄
ニ
ヲ
チ
テ
苦
患
，
ウ
ク
。
必
．
我
王
子
ニ
カ
タ
リ
テ
苦
患
ヲ
弔
ヘ
シ
ト
仰
有
ケ
レ
ハ
、
畏
一
ア
承
ケ
レ
ハ
、
冥
途
ハ
罪
血
酬
，
モ
テ
主
ル
シ
ト
ス
。
　
聖
人
我
，
敬
事
ナ
カ
レ
ト
仰
セ
ラ
レ
ケ
ル
コ
ソ
悲
。
侍
レ
。
　
（
二
一
一
〇
ウ
　
3
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
、
㊧
㊧
「
死
二
　
　
　
　
　
　
　
、
公
）
「
カ
ツ
ヘ
テ
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
四
号
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
　
◎
「
に
て
」
＼
㊨
「
今
地
獄
に
簸
て
く
げ
ん
を
う
く
」
、
㊧
㊧
「
今
地
獄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
二
落
テ
苦
患
ヲ
受
也
」
、
O
「
ぢ
ご
く
に
お
ち
て
、
く
げ
ん
を
う
く
」
、
　
　
e
「
地
獄
ニ
ヲ
チ
タ
リ
」
　
※
3
・
4
一
巻
本
と
の
み
共
通
表
記
。
㊨
「
あ
ひ
奉
り
、
御
門
、
上
人
を
見
　
　
給
ひ
て
の
た
ま
は
く
」
、
㊧
㊥
「
逢
奉
リ
ケ
ル
ニ
」
、
◎
「
あ
ひ
た
て
ま
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
△
　
△
　
△
　
△
　
△
　
△
△
　
△
　
　
り
け
れ
ば
、
み
か
ど
の
の
た
ま
ひ
け
る
」
、
○
「
ア
ヒ
マ
イ
ラ
セ
タ
ル
コ
　
　
ム
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
　
ト
ア
リ
ケ
リ
」
＼
㊥
「
為
に
不
孝
な
り
き
。
又
」
、
㊧
㊧
「
御
命
ヲ
背
奉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
　
△
　
△
　
△
ム
　
　
リ
」
、
㊤
「
め
い
を
そ
む
き
た
て
ま
つ
り
」
、
θ
「
命
ヲ
タ
カ
へ
」
L
而
．
白
居
易
詞
、
何
．
日
何
時
不
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
む
待
出
入
息
再
会
、
永
隔
被
奇
何
．
野
む寄
場
山
麓
身
体
散
在
シ
処
々
、
申
欲
　
　
マ
マ
　
交
泥
魂
。
※
㊨
「
野
の
あ
い
だ
」
、
㊧
㊥
「
野
」
、
◎
「
導
べ
」
、
e
記
事
ナ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
Q
不
シ
持
菩
提
種
、
国
王
大
臣
貧
人
、
而
法
華
方
便
品
被
ヶ
説
、
見
六
道
衆
生
貧
窮
無
福
恵
．
ソ
。
※
㊥
「
貧
窮
な
る
人
」
　
窮
ナ
ル
人
」
白
楽
天
（
中
略
）
何
，
日
何
．
時
キ
出
テ
入
ル
イ
キ
再
会
．
旧
事
ナ
ク
永
隔
．
、
何
。
，
野
．
間
タ
何
．
，
山
．
麓
一
ズ
テ
ラ
レ
テ
身
分
処
々
二
散
在
セ
．
泥
塊
ニ
マ
シ
ハ
ラ
ソ
ト
ス
ラ
ン
ト
ハ
申
ソ
カ
シ
（
二
一
七
オ
　
3
5
）
　
　
O
　
　
O
、
㊧
㊥
「
貧
窮
」 法
花
経
．
方
便
品
二
見
六
道
衆
生
貧
窮
無
福
恵
ト
申
文
ハ
、
六
道
，
衆
生
，
見
ル
ニ
貧
窮
二
．
福
ナ
シ
、
国
王
大
臣
モ
貧
窮
ナ
ル
人
。
り
（
二
一
七
ウ
　
3
6
）
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
、
O
「
ま
っ
し
き
人
」
、
○
「
貧
　
　
　
　
　
　
1
△
△
△
　
△
　
△
G
又
、
藤
原
相
風
後
栗
田
関
白
　
夢
奈
良
。
又
。
可
瞬
相
君
ナ
一
．
ハ
ネ
ラ
レ
ヌ
伊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
母
歎
．
サ
．
マ
シ
　
読
深
歎
悲
終
回
侍
リ
ヶ
ル
Q
相
如
娘
泣
々
　
夢
不
見
，
歎
。
。
君
ハ
無
程
又
我
二
看
．
悲
二
四
※
－
e
「
為
鬼
臨
か
灘
酔
論
一
幹
於
酔
外
テ
マ
ツ
リ
テ
」
・
㊧
㊥
ナ
シ
・
◎
ば
　
記
事
全
体
ナ
シ
　
2
㊥
「
に
」
、
㊧
㊥
「
失
」
、
○
「
ウ
セ
ニ
」
H
又
、
一
条
摂
政
子
侍
ヘ
リ
前
少
将
後
　
　
　
△
　
△
△
　
△
△
少
将
。
一
日
乍
二
人
煩
涜
瘡
失
。
Z
義
孝
少
将
詣
世
尊
寺
、
唱
へ
．
臨
終
正
念
往
生
極
楽
、
終
遂
往
生
素
懐
。
其
後
賀
縁
阿
閣
梨
、
年
来
契
僧
官
△
退
引
蓬
莱
宮
裏
月
　
今
遊
極
楽
界
　
中
風
　
　
則
△
時
雨
一
ヲ
千
草
．
花
一
散
リ
マ
カ
ウ
何
　
古
二
袖
濡
ス
ラ
ン
告
耶
。
実
不
審
事
．
ソ
。
藤
原
の
相
如
が
　
夢
な
ら
で
又
も
あ
ふ
べ
き
君
な
ら
ば
ね
ら
れ
ぬ
い
を
も
な
げ
か
ざ
ら
ま
し
　
と
よ
み
て
、
な
げ
き
し
に
侍
り
け
れ
ば
　
相
如
女
夢
見
ず
と
な
げ
き
し
君
を
ほ
ど
も
な
く
ま
た
わ
が
夢
に
見
ぬ
ぞ
か
な
し
き
（（
A
省
略
。
吉
田
本
三
一
燭
頁
）
△
　
△
　
△
　
△
△
一
条
院
摂
政
伊
弄
御
子
前
少
将
挙
賢
、
後
少
将
義
孝
と
て
、
時
め
き
給
ふ
公
達
お
は
し
き
。
も
が
さ
を
わ
づ
ら
ひ
て
、
お
な
じ
日
に
う
せ
給
に
け
り
。
一
（
中
略
）
お
と
う
と
の
君
は
、
も
と
よ
り
道
心
お
は
し
N
人
に
て
、
世
尊
寺
の
桜
の
し
た
に
て
、
命
終
決
定
、
往
生
極
楽
と
い
ふ
つ
か
を
そ
っ
き
た
ま
ひ
け
る
。
あ
は
せ
て
、
求
縁
阿
閣
梨
と
て
頼
み
給
ひ
た
り
け
る
僧
の
夢
に
、
こ
こ
ろ
よ
げ
に
て
か
く
そ
よ
み
給
ひ
け
る
。
　
時
雨
と
そ
千
種
の
花
は
ふ
り
ま
が
　
ふ
な
に
古
郷
に
袖
ぬ
ら
す
ら
ん
　
昔
契
蓬
莱
宮
裏
月
　
今
遊
極
楽
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
中
風
（
②
省
略
。
㊨
三
－
珊
）
　
※
H
▽
傍
線
部
“
㊥
「
お
な
じ
日
に
」
、
㊧
㊧
「
同
日
」
、
O
「
は
か
な
く
」
　
　
　
　
△
　
△
　
△
　
△
△
（
二
人
力
）
△
△
△
　
　
e
「
一
日
之
内
二
三
ロ
ナ
カ
ラ
」
　
　
Z
一
巻
本
の
み
四
部
本
と
同
じ
く
＜
詩
↓
歌
〉
の
順
を
と
る
。
　
別
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
種
々
の
第
二
種
七
巻
本
系
の
諸
本
が
輩
出
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
二
巻
本
、
一
巻
本
と
の
詞
章
上
の
つ
な
が
り
の
濃
淡
に
よ
り
、
大
き
く
身
延
山
本
系
、
吉
田
本
系
に
分
け
　
　
　
　
　
　
注
1
5
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
述
べ
き
た
っ
た
二
点
に
わ
た
る
α
・
γ
と
β
と
の
相
違
は
、
α
・
γ
の
依
拠
宝
物
集
を
身
延
山
本
系
、
β
の
そ
れ
を
吉
田
本
系
と
区
分
し
う
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
四
　
考
察
の
必
要
上
、
こ
れ
ま
で
β
部
（
延
慶
本
・
四
部
本
に
共
通
す
る
宝
物
集
依
拠
章
句
を
も
ち
、
記
事
構
成
上
も
重
な
る
部
分
）
に
つ
い
て
は
両
本
の
共
通
側
面
に
の
み
目
を
向
け
て
き
た
が
、
現
存
本
の
β
部
に
は
、
延
慶
本
に
お
い
て
は
α
部
、
四
部
本
に
お
い
て
は
γ
部
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宝
物
集
再
依
拠
（
一
回
と
は
限
ら
な
い
）
の
際
、
新
た
に
手
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
も
ま
た
存
す
る
は
ず
で
あ
り
、
極
め
て
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
　
こ
の
点
に
関
わ
っ
て
注
目
す
べ
き
箇
所
が
あ
る
。
延
慶
本
頁
㊨
数
宝
物
集
（
吉
田
本
）
巻
頁
㊨
数
量
戒
賢
論
師
腰
強
明
王
囮
術
婆
迦
平
家
物
語
と
宝
物
集
（
今
井
）
鰯
③
～
④
鰯
④
～
⑦
鰯
⑫
～
⑬
二
　
斯
⑨
～
⑩
六
㈲
㎜
⑩
～
蹴
①
五
　
加
⑥
～
㎜
⑥
　
画
十
三
羅
太
子
　
團
則
天
皇
后
　
四
紺
青
鬼
　
画
志
賀
寺
上
人
　
画
在
原
業
平
　
國
諸
有
三
千
界
云
々
　
一
大
論
云
々
こ
の
箇
所
は
、
　
　
　
　
　
る
久
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
い
る
。
が
、
鰯
⑬
鰯
⑬
～
⑭
鰯
⑮
鰯
⑮
～
⑰
螂
⑰
蜥
④
～
⑤
蜥
⑤
～
⑥
五
　
皿
⑦
・
鵬
④
～
⑥
六
㈲
脳
①
～
⑧
二
　
9
9
⑨
～
鵡
⑨
五
　
㎜
④
～
⑤
、
踊
①
～
⑪
六
㈲
珈
⑤
～
⑧
五
　
加
②
～
④
五
　
麗
⑤
～
⑥
　
最
後
の
働
を
除
い
て
は
延
・
四
両
本
に
該
当
記
事
が
あ
り
、
武
　
　
　
　
　
巻
五
を
中
心
と
し
て
集
中
的
に
宝
物
集
を
採
択
し
て
詞
章
的
に
宝
物
集
と
重
な
ら
な
い
面
も
多
い
。
囮
昔
，
普
明
王
ハ
班
足
王
ニ
ト
ラ
レ
テ
九
百
九
十
九
王
ヲ
可
レ
被
レ
諌
数
二
入
給
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
吾
々
沙
門
供
養
，
願
ア
リ
。
柾
．
暫
．
暇
ヲ
エ
サ
セ
ヨ
ト
申
テ
指
笛
，
文
，
謡
噸
シ
ケ
レ
寸
描
ユ
ル
シ
テ
帰
ケ
ル
ト
カ
ヤ
。
サ
シ
モ
ノ
悪
王
ソ
ラ
情
有
、
申
伝
タ
リ
。
囮
天
竺
ノ
術
婆
迦
ハ
后
ノ
宮
二
契
，
ナ
シ
テ
墓
ナ
キ
夢
劉
む
か
し
、
須
陀
摩
王
（
略
）
野
に
出
て
あ
そ
ぶ
ほ
ど
に
・
耀
王
（
略
）
取
て
・
数
べ
き
九
百
九
十
九
王
の
中
に
お
き
つ
。
須
陀
摩
王
な
み
だ
を
な
が
し
、
声
を
あ
げ
て
い
は
く
（
略
）
野
べ
に
出
る
時
一
人
の
ぼ
ら
も
ん
物
を
こ
ひ
つ
。
今
野
べ
よ
り
帰
り
て
あ
た
ふ
べ
し
と
い
ひ
て
出
ぬ
。
　
（
略
）
い
ま
七
日
が
い
と
ま
を
得
て
、
婆
羅
も
ん
を
供
養
し
て
か
へ
り
く
べ
し
、
と
い
ひ
　
　
　
班
㊧
け
れ
ば
、
銅
線
王
、
七
日
の
い
と
ま
を
と
ら
せ
て
け
り
（
後
略
）
。
　
（
身
延
山
本
略
述
の
た
め
吉
田
本
を
引
用
）
后
ノ
網
人
ニ
ア
ハ
ム
ト
契
ル
事
ハ
、
天
竺
ニ
ア
ミ
ウ
ト
ア
リ
、
名
，
術
婆
迦
ト
云
。
　
（
略
）
思
ハ
サ
ル
外
二
后
。
奉
レ
見
テ
（
略
）
煩
悩
，
車
輿
ム
ル
時
ナ
シ
。
（
略
）
后
ア
ハ
レ
ト
覚
シ
テ
（
略
）
社
頭
ヘ
マ
二
五
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
四
号
二
六
國
阿
育
大
王
，
子
倶
那
羅
太
子
ハ
継
母
蓮
花
夫
人
二
思
。
被
．
懸
ウ
キ
名
。
流
シ
囮
震
旦
ノ
則
天
皇
后
ハ
長
文
成
二
逢
．
遊
仙
堀
，
得
給
ヘ
リ
圓
文
徳
天
皇
ノ
染
殿
ノ
后
ハ
紺
青
鬼
ニ
ヲ
カ
サ
レ
図
亭
子
．
院
．
女
御
京
極
御
息
所
ハ
時
平
，
大
臣
ノ
女
也
。
日
吉
詣
給
ケ
ル
ニ
志
賀
寺
聖
人
心
ヲ
喚
け
懸
今
生
之
行
業
。
奉
遷
シ
カ
バ
、
哀
，
懸
給
テ
御
手
ヲ
タ
ヒ
、
実
ノ
道
ノ
指
南
セ
ヨ
ト
ス
サ
マ
セ
給
キ
。
イ
リ
テ
ア
ミ
人
ニ
ア
ハ
ソ
ト
契
り
給
事
ナ
リ
。
　
　
　
キ
ラ
バ
女
ハ
不
レ
砕
心
貴
賎
↓
但
如
是
随
ト
云
ハ
是
ナ
リ
。
細
カ
ニ
ハ
大
虚
二
見
タ
リ
。
倶
那
羅
太
子
の
ま
な
ご
を
く
じ
る
と
云
は
、
阿
育
王
の
き
さ
き
、
ま
玉
子
の
く
な
ら
太
子
を
お
も
ひ
か
け
給
ふ
を
、
太
子
か
た
く
辞
し
申
給
ふ
に
よ
り
て
、
ふ
た
つ
の
ま
な
ご
を
く
じ
り
給
ふ
事
な
り
。
　
（
身
延
山
本
略
述
の
た
め
吉
田
本
を
引
く
。
）
振
旦
（
略
）
則
天
皇
后
ハ
玄
宗
．
后
ナ
リ
。
長
文
成
。
ア
ヒ
給
．
、
イ
ウ
セ
ン
ク
ツ
ト
雪
乞
，
エ
タ
マ
フ
事
ナ
リ
染
些
些
。
（
略
）
南
山
。
リ
貴
キ
聖
人
，
一
人
尋
ネ
出
サ
レ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
（
略
）
聖
人
南
山
二
移
リ
。
紺
青
，
色
シ
タ
ル
鬼
ト
ナ
リ
テ
頃
．
、
后
，
犯
奉
ル
。
后
，
御
目
ニ
ハ
、
我
．
ヲ
ツ
ト
文
徳
天
皇
ト
ソ
見
工
給
ケ
ル
。
滋
賀
．
聖
人
ハ
京
極
．
ミ
ヤ
ス
所
．
滋
賀
寺
へ
参
り
給
。
見
テ
御
手
，
ト
ラ
ヘ
テ
　
バ
ッ
ハ
ル
ノ
ハ
ッ
ネ
ノ
ケ
フ
ノ
タ
マ
ハ
・
キ
　
手
ニ
ト
ル
カ
ラ
ニ
ユ
ラ
ク
タ
マ
ノ
ヲ
ト
ヨ
ミ
テ
今
生
．
行
業
。
ユ
ツ
リ
タ
テ
マ
ツ
ル
ト
ソ
申
ケ
ル
。
し
か
も
、
右
の
よ
う
な
素
材
を
ま
と
め
て
提
示
す
る
こ
と
は
宝
物
集
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
ら
し
い
。
後
出
の
作
品
で
は
あ
る
が
『
三
国
伝
記
』
巻
第
六
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
6
廿
七
「
志
賀
寺
聖
人
恋
路
事
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
　
　
　
，
　
和
云
、
志
賀
寺
上
人
，
云
。
聖
ア
リ
。
京
極
，
御
息
所
ト
申
シ
テ
、
時
平
左
大
　
臣
女
、
比
叡
参
，
シ
給
．
ケ
ル
道
ニ
テ
見
合
、
御
手
ヲ
ト
ラ
へ
奉
り
テ
、
　
　
初
春
ノ
ハ
ッ
ネ
ノ
今
日
ノ
玉
箒
手
ニ
ト
ル
カ
ラ
ニ
ユ
ラ
グ
タ
マ
ノ
緒
　
此
．
歌
家
持
ノ
集
二
有
リ
ト
詠
．
一
．
、
多
．
行
業
ヲ
譲
り
、
忽
二
紺
青
鬼
ト
成
り
ケ
ル
　
コ
ソ
ヲ
ソ
ロ
シ
ケ
レ
。
廻
章
．
山
谷
伽
ハ
妃
ヲ
恋
テ
火
焔
ト
成
り
、
震
旦
ノ
則
　
天
后
ハ
張
文
成
二
心
ヲ
傷
。
．
給
．
。
春
駒
ノ
身
ヲ
殿
．
、
秋
．
鹿
．
命
。
失
．
、
皆
　
是
此
．
道
ヨ
リ
起
ル
。
可
ゆ
恐
ル
可
レ
慎
ム
也
。
こ
こ
に
は
囮
術
婆
迦
、
学
則
天
皇
后
、
團
紺
青
鬼
、
圃
志
賀
寺
上
人
、
の
四
素
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
エ
材
が
集
合
し
て
い
る
。
加
え
て
「
比
叡
参
」
が
「
日
吉
詣
」
の
転
化
と
す
れ
ば
、
一
層
何
ら
か
の
関
わ
り
（
平
家
物
語
と
、
三
国
伝
記
の
依
拠
資
料
と
の
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
7
が
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
は
宝
物
集
よ
り
以
上
に
平
家
物
語
に
近
い
表
現
は
見
出
せ
ず
、
三
国
伝
記
は
志
賀
寺
上
人
が
紺
青
鬼
に
な
っ
た
と
記
す
な
ど
、
そ
の
依
拠
資
料
に
潮
っ
て
も
、
平
家
物
語
と
の
直
接
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
8
的
な
関
係
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
。
逆
に
、
宝
物
集
は
囮
國
が
平
家
物
語
の
詞
章
に
ほ
ぼ
重
な
り
、
囮
の
「
后
」
「
契
り
」
と
い
う
表
現
が
一
致
す
る
他
、
國
に
お
い
て
も
（
「
滋
賀
寺
詣
」
と
し
、
　
「
実
ノ
道
ノ
指
南
引
明
」
の
歌
を
載
せ
な
い
な
ど
の
相
違
が
あ
る
も
の
の
）
、
狂
言
『
枕
物
語
』
や
、
「
実
ノ
道
」
の
歌
を
伝
え
る
『
後
頼
髄
脳
』
な
ど
の
歌
論
書
及
び
『
天
正
本
太
平
記
』
な
ど
に
は
見
出
せ
な
い
「
今
生
，
行
業
。
ユ
ッ
リ
タ
テ
マ
ツ
ル
」
と
い
う
表
現
を
、
平
家
物
語
と
共
有
す
る
。
従
っ
て
現
段
階
で
は
、
宝
物
集
以
外
の
資
料
の
可
能
性
も
な
く
は
な
い
が
、
宝
物
集
の
或
古
本
（
前
項
で
の
結
論
か
ら
す
れ
ば
吉
田
本
系
古
本
）
に
他
資
料
を
併
せ
用
い
た
と
み
て
お
く
の
が
穏
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
鵬
・　
以
上
の
囮
國
四
図
は
延
・
四
両
本
に
大
異
な
く
、
共
通
祖
本
段
階
に
か
か
わ
る
問
題
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
圓
の
主
人
公
を
「
普
明
王
」
、
彼
の
供
養
の
対
象
を
「
沙
門
」
と
し
、
さ
ら
に
「
時
偶
ノ
文
」
に
言
及
す
る
点
に
お
い
て
延
慶
本
は
宝
物
集
と
対
立
し
、
三
国
伝
記
巻
第
二
第
七
「
斑
足
王
欲
二
千
王
ヲ
殺
↓
，
事
」
に
近
い
の
で
あ
る
。
三
国
伝
記
と
類
似
の
話
は
、
原
典
の
仁
王
経
の
他
、
流
布
本
『
曽
我
物
語
』
巻
七
、
『
塩
嚢
砂
』
巻
七
一
二
十
七
に
も
み
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
國
の
倶
那
羅
の
実
母
な
ら
ぬ
継
母
の
名
を
「
蓮
華
夫
人
」
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
池
上
洵
一
氏
（
『
三
国
伝
記
』
三
七
補
注
四
）
が
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、
三
国
伝
記
巻
第
七
第
四
「
倶
那
羅
太
子
事
」
の
他
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
　
一
方
、
四
部
本
の
囮
國
は
延
慶
本
と
大
き
く
異
な
り
、
囮
で
は
主
人
公
は
「
須
随
一
王
」
と
し
て
い
る
。
　
困
戒
賢
論
師
不
可
申
凡
夫
、
玄
弊
三
蔵
師
。
阿
閣
筆
王
非
只
人
、
霊
山
聴
　
衆
。
回
錐
然
、
有
加
九
百
九
十
九
王
流
涙
、
乞
暇
被
阪
。
是
無
類
鳥
膚
苦
。
　
圏
昔
須
志
摩
王
、
后
妃
采
女
被
華
足
王
。
置
足
王
情
、
是
少
無
情
、
無
弥
重
　
事
。
い
ま
仮
に
困
回
囲
三
つ
の
部
分
に
分
け
た
が
、
団
は
先
に
囮
と
し
た
部
分
で
、
延
慶
本
も
ほ
ぼ
同
様
の
文
章
で
あ
る
。
問
題
は
回
の
部
分
で
あ
る
。
文
章
の
流
れ
か
ら
い
け
ば
囲
の
み
が
囮
相
当
記
事
の
よ
う
で
あ
る
が
、
内
容
上
回
も
囮
の
一
環
を
な
す
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
斑
足
王
に
と
ら
わ
れ
た
の
は
須
陥
摩
王
自
身
の
は
ず
が
、
四
部
本
で
は
「
后
妃
采
女
」
の
こ
と
と
読
め
る
（
須
陥
摩
王
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
と
后
妃
采
女
と
が
と
ら
わ
れ
た
と
も
読
め
な
く
は
な
い
が
、
こ
れ
も
問
題
を
残
す
）
。
主
人
公
の
名
を
「
須
陥
調
髪
」
と
す
る
点
、
「
流
”
涙
乞
鴇
．
バ
暇
．
」
の
表
現
な
ど
に
お
い
て
宝
物
集
に
近
い
の
で
あ
る
が
、
現
存
の
四
部
本
の
詞
章
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
は
相
当
の
混
乱
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
い
ま
一
つ
の
圖
は
次
の
よ
う
平
家
物
語
と
宝
物
集
（
今
井
）
で
あ
る
。
　
國
阿
育
大
王
后
、
思
を
懸
謝
継
子
、
蓮
花
夫
人
の
子
追
駆
羅
太
子
イ
　
不
喝
聞
下
は
　
恨
”
、
事
を
、
取
二
上
げ
歯
印
遭
、
抜
診
両
眼
噌
。
回
依
嘱
大
王
亡
ゴ
モ
八
万
四
千
人
　
后
遭
浅
猿
カ
リ
．
。
圃
又
皇
女
欲
ゆ
近
引
付
海
人
略
、
皇
后
親
》
，
下
フ
馬
下
力
子
来
御
　
事
な
り
。
　
（
返
り
点
及
び
平
仮
名
を
私
に
補
っ
た
）
四
部
本
は
み
る
よ
う
に
「
蓮
花
夫
人
」
を
実
母
の
名
と
し
、
さ
ら
に
「
歯
印
」
に
ふ
れ
る
な
ど
、
延
慶
本
の
み
な
ら
ず
宝
物
集
に
も
な
い
表
現
を
と
る
。
こ
の
「
歯
印
」
は
阿
育
大
王
の
歯
印
で
あ
り
、
四
部
本
の
表
現
は
誤
解
を
招
く
ま
で
に
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
D
・
E
は
四
部
本
独
自
記
事
で
あ
る
が
、
D
に
い
う
阿
育
大
王
が
后
を
殺
し
た
の
は
、
倶
那
羅
課
と
は
別
の
話
で
、
宝
物
集
で
は
國
が
巻
五
鵬
頁
（
吉
田
本
）
、
D
は
三
二
嗣
頁
・
巻
四
篇
頁
に
、
そ
れ
ぞ
れ
掲
出
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
0
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
D
に
つ
い
て
は
い
ま
措
く
と
し
て
、
E
は
宝
物
集
に
お
け
る
術
婆
迦
諺
（
囮
）
の
題
目
提
示
の
一
文
「
皇
后
ハ
ア
ミ
人
ニ
ア
ハ
ム
ト
契
り
、
王
女
ハ
馬
下
．
児
．
縁
．
結
．
」
　
（
身
延
山
本
）
に
関
わ
り
が
あ
ろ
う
。
従
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
っ
て
、
武
久
氏
が
四
部
本
に
宝
物
集
書
参
照
の
可
能
性
を
想
定
し
た
の
も
、
こ
う
し
た
様
相
を
思
え
ば
、
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
し
か
し
、
現
存
四
部
本
の
記
述
に
混
乱
が
あ
る
こ
と
の
指
摘
は
、
四
部
本
が
溝
形
を
全
面
的
に
改
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
も
、
延
慶
本
が
祖
形
を
そ
の
ま
ま
保
持
し
て
い
る
こ
と
を
も
意
味
し
な
い
。
國
の
倶
那
羅
課
に
お
け
る
「
窯
印
」
は
、
三
国
伝
記
で
は
「
手
印
」
と
な
っ
て
お
り
、
池
上
氏
（
『
三
国
伝
記
』
補
注
四
）
に
よ
れ
ば
「
『
今
昔
』
以
前
の
話
で
は
王
の
歯
印
（
粘
土
で
封
を
し
た
上
に
封
じ
る
人
の
歯
形
を
つ
け
た
も
の
。
イ
ン
ド
の
風
習
だ
っ
た
）
と
語
ら
れ
て
い
た
」
と
あ
り
、
四
部
本
が
こ
う
し
た
、
表
現
と
し
て
は
古
い
形
を
受
け
つ
い
で
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
ま
た
、
囮
の
須
陥
摩
王
に
つ
い
て
い
え
ば
、
言
様
摩
王
と
す
る
も
の
は
『
湿
度
論
』
三
四
に
端
を
発
し
（
『
織
田
仏
教
大
辞
二
七
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
四
号
二
八
典
』
）
、
　
『
三
宝
絵
詞
』
、
　
『
金
沢
文
庫
本
仏
教
説
話
集
』
　
（
温
語
洞
叢
書
四
ウ
）
、
宝
物
集
、
　
『
平
家
族
伝
抄
』
　
（
汲
古
書
院
影
印
本
。
獅
左
⑦
～
⑧
）
な
ど
に
、
延
慶
本
の
よ
う
に
普
明
王
と
す
る
も
の
は
『
仁
王
経
』
に
は
じ
ま
り
（
『
織
田
仏
教
大
辞
典
』
）
、
三
国
伝
記
、
流
布
本
『
曽
我
物
語
』
、
　
『
壇
嚢
砂
』
、
　
『
玉
藻
の
草
子
』
な
ど
に
み
え
る
。
管
見
の
及
ば
ぬ
事
例
が
予
想
さ
れ
強
弁
し
え
ぬ
も
の
の
、
須
陥
摩
王
系
の
宝
物
集
の
中
で
も
、
早
く
と
も
室
町
期
以
降
の
成
立
と
思
わ
れ
る
元
禄
本
が
記
事
の
最
後
に
「
仁
王
経
二
見
ヘ
タ
リ
」
と
付
言
し
て
い
る
こ
と
と
も
併
せ
（
平
家
族
伝
記
に
み
る
よ
う
に
、
須
随
摩
王
系
が
あ
と
を
絶
つ
わ
け
で
は
な
い
が
）
、
次
第
に
普
明
王
系
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
傾
向
が
窺
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
四
部
本
の
表
現
に
は
大
き
な
混
乱
が
み
ら
れ
る
が
、
素
材
と
し
て
の
記
事
内
容
そ
の
も
の
は
、
延
慶
本
よ
り
も
古
い
形
を
留
め
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
　
一
方
、
延
慶
本
編
者
の
手
許
に
は
身
延
山
本
系
祖
本
望
物
集
㊨
他
に
、
三
国
伝
記
の
依
拠
資
料
に
近
い
（
或
は
、
何
ら
か
の
関
わ
り
を
も
つ
）
資
料
が
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
1
り
、
こ
れ
に
よ
る
記
事
の
補
訂
を
も
行
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
　
こ
の
よ
う
に
断
定
す
る
に
は
な
お
材
料
に
乏
し
く
、
別
の
解
釈
の
余
地
も
あ
ろ
う
が
、
四
部
本
の
み
な
ら
ず
、
延
慶
本
の
β
部
に
も
や
は
り
改
訂
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
濃
く
、
両
本
と
も
に
β
部
は
き
わ
め
て
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
そ
れ
は
一
回
性
の
依
拠
や
転
写
に
よ
る
単
純
な
誤
写
で
は
説
明
の
つ
か
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
五
　
以
上
、
平
家
物
語
諸
本
成
立
の
あ
る
段
階
で
、
宝
物
集
吉
田
本
系
古
本
〈
仮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
キ
ス
ト
称
〉
を
一
資
料
と
し
て
灌
頂
巻
（
相
当
記
事
）
を
形
成
し
た
本
が
あ
り
、
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
本
を
基
に
、
延
慶
本
、
四
部
本
は
身
延
山
本
系
古
本
（
本
稿
で
は
「
祖
本
」
と
の
用
語
の
使
用
は
留
保
し
て
お
く
。
ま
た
、
延
・
四
両
本
の
依
拠
宝
物
集
が
同
一
か
ど
う
か
も
不
明
）
を
新
た
な
資
料
と
し
て
、
前
者
は
全
巻
に
及
ん
で
　
（
清
盛
、
女
院
、
維
盛
の
記
事
が
そ
の
過
半
を
占
め
る
）
、
後
者
は
「
六
道
」
に
集
中
的
に
補
訂
の
筆
を
加
え
た
も
の
を
思
わ
れ
る
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
武
久
三
遷
稿
は
「
現
存
の
延
慶
本
の
小
原
御
幸
の
本
文
は
、
そ
の
最
終
筆
・
期
に
、
か
な
り
積
極
的
な
加
筆
と
改
作
の
試
み
ら
れ
た
」
、
　
「
『
宝
物
集
』
に
依
拠
し
た
本
文
の
加
筆
も
そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
そ
の
改
作
時
に
、
基
盤
と
な
っ
た
（
長
門
本
と
の
一
今
井
注
）
共
通
親
本
以
外
に
、
も
う
一
つ
の
小
原
御
幸
の
本
文
を
参
照
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の
本
文
の
性
格
を
知
る
上
で
有
効
な
の
が
四
部
合
戦
状
本
の
灌
頂
巻
で
あ
る
。
」
　
「
現
存
本
（
四
部
本
一
今
井
注
）
と
の
直
接
の
親
子
関
係
の
判
定
は
む
つ
か
し
い
が
、
或
る
い
は
そ
の
元
と
な
っ
た
親
旧
の
女
院
六
道
語
り
の
本
文
を
大
幅
に
採
用
し
て
、
現
存
延
慶
本
の
最
終
加
筆
改
作
が
試
み
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」
と
述
べ
る
。
は
じ
め
に
も
断
っ
た
よ
う
に
、
氏
の
こ
の
発
言
と
本
稿
の
結
論
と
は
重
な
る
面
も
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
氏
の
論
は
全
巻
に
わ
た
る
「
延
慶
本
最
終
加
筆
の
輪
郭
と
特
・
徴
」
の
解
明
を
め
ざ
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
本
稿
の
課
題
か
ら
す
れ
ぽ
、
延
慶
本
が
参
照
し
た
と
さ
れ
る
四
部
本
の
「
親
本
」
に
お
け
る
宝
物
集
依
拠
の
実
態
、
ま
た
、
そ
れ
と
現
存
四
部
本
の
詞
章
、
及
び
「
身
延
山
久
遠
寺
本
系
祖
本
」
に
よ
る
現
存
延
慶
本
の
加
筆
改
作
と
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
な
お
不
分
明
に
思
わ
れ
、
私
見
を
試
み
た
わ
け
で
あ
る
。
　
　
ま
た
、
宝
物
集
依
拠
句
に
か
か
わ
っ
て
の
発
言
で
は
な
い
が
、
水
原
一
氏
は
延
慶
本
、
四
部
本
の
関
係
を
「
四
部
本
は
そ
う
し
た
（
現
存
延
慶
本
と
の
差
は
主
と
し
て
量
的
な
1
今
井
注
）
旧
態
延
慶
本
の
別
途
増
補
本
（
現
存
延
慶
本
と
兄
弟
関
係
に
な
る
一
原
注
）
に
依
拠
し
つ
つ
、
表
記
・
編
成
を
改
変
し
略
述
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
2
　
た
」
も
の
と
み
て
い
る
。
た
し
か
に
四
部
本
に
は
そ
の
母
胎
に
延
慶
本
の
よ
う
な
本
文
を
想
定
し
な
い
と
説
明
困
難
な
箇
所
が
あ
り
、
稿
者
も
先
学
の
騨
尾
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
3
付
し
て
そ
れ
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
が
、
少
く
と
も
宝
物
集
依
拠
と
い
う
窓
を
通
し
て
み
る
限
り
、
四
部
本
の
母
胎
を
現
存
延
慶
本
の
兄
弟
本
と
い
え
る
か
ど
う
か
に
は
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
四
部
本
・
延
慶
本
両
本
に
限
り
、
し
か
も
宝
物
集
と
の
関
わ
り
を
探
っ
た
に
す
ぎ
な
い
本
稿
と
し
て
は
、
延
慶
本
、
四
部
本
の
ど
ち
ら
が
共
通
祖
国
の
性
格
を
濃
厚
に
受
け
つ
い
で
い
る
の
か
と
い
っ
た
推
論
は
慎
し
み
、
　
「
四
部
本
灌
頂
巻
」
の
「
大
原
御
幸
」
　
「
六
道
物
語
」
　
「
女
院
往
生
」
の
叙
　
述
と
、
「
延
慶
本
」
第
六
末
の
「
法
皇
小
原
へ
御
幸
成
ル
事
」
「
建
礼
門
院
　
法
性
寺
ニ
テ
白
丁
事
」
と
は
、
相
互
に
共
通
す
る
祖
本
を
原
拠
に
し
て
、
そ
　
れ
ぞ
れ
が
別
個
に
潤
色
添
加
を
企
て
た
姿
が
遺
存
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
　
推
測
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
4
と
の
佐
々
木
八
郎
氏
の
発
言
を
裏
付
け
た
も
の
と
し
て
、
自
ら
を
規
定
し
て
お
き
た
い
。
　
以
下
は
私
自
身
の
反
省
と
し
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
、
延
慶
本
の
古
態
性
を
い
う
の
に
急
で
、
そ
の
引
き
あ
い
と
し
て
の
み
四
部
本
を
論
う
嫌
い
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
延
慶
本
古
態
論
に
よ
る
洗
礼
を
受
け
た
四
部
本
に
も
最
近
再
　
　
　
　
　
　
　
注
2
5
評
価
の
気
運
が
み
え
、
今
後
は
単
な
る
優
劣
論
を
超
え
て
、
両
本
の
特
質
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
そ
う
し
た
階
梯
へ
の
捨
石
で
も
あ
る
。
　
　
〔
使
用
テ
キ
ス
ト
〕
平
家
物
語
1
1
四
部
合
戦
状
本
（
四
部
本
と
略
称
。
汲
古
　
書
院
影
印
本
）
、
延
慶
本
（
汲
古
書
院
影
印
本
）
。
宝
物
集
“
一
巻
本
（
続
　
群
書
類
従
所
収
）
、
二
巻
本
（
『
校
合
二
巻
本
宝
物
集
』
碧
沖
洞
叢
書
。
北
　
大
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
よ
り
複
写
頒
布
を
置
く
）
を
参
照
。
な
お
、
平
　
仮
名
古
活
字
三
巻
本
、
平
仮
名
整
版
三
巻
本
も
大
異
な
く
、
二
巻
本
グ
ル
ー
平
家
物
語
と
宝
物
集
（
今
井
）
プ
と
し
て
一
括
し
た
）
、
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
（
片
貸
本
と
略
称
。
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
。
複
写
頒
布
い
た
だ
い
た
写
真
に
よ
る
）
、
第
一
種
七
巻
本
（
元
禄
本
と
呼
ぶ
。
名
大
小
林
文
庫
蔵
本
。
国
文
学
研
究
資
料
館
よ
り
複
写
頒
布
い
た
だ
い
た
写
真
に
よ
る
）
、
第
二
種
七
巻
本
i
吉
田
本
（
古
典
文
庫
珊
）
、
身
延
山
本
・
光
長
寺
本
・
本
能
寺
本
・
最
明
寺
本
（
小
泉
弘
氏
編
『
古
副
本
宝
物
集
』
角
川
書
店
）
。
注
1
、
麻
原
美
子
氏
「
宝
物
集
の
世
界
」
　
『
日
本
の
説
話
3
中
世
1
』
　
（
東
京
美
術
　
昭
4
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
1
1
）
は
編
者
と
み
る
0
2
、
　
「
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
灌
頂
巻
「
六
道
」
の
原
拠
考
1
宝
物
集
と
の
関
係
を
中
　
心
に
一
」
　
『
軍
記
物
語
と
説
話
』
　
（
論
文
初
出
　
昭
4
4
・
1
2
）
3
、
　
『
古
紗
本
宝
物
集
研
究
篇
』
　
（
角
川
書
店
　
昭
4
8
・
3
）
4
、
「
『
宝
物
集
』
と
延
慶
本
平
家
物
語
－
身
延
山
久
遠
寺
本
系
祖
本
依
拠
に
つ
い
て
　
一
」
人
文
論
究
（
関
西
学
院
大
学
人
文
学
会
）
2
5
の
1
　
昭
5
0
・
6
5
、
「
平
家
物
語
読
み
本
系
諸
本
の
成
立
過
程
一
延
慶
本
・
長
門
本
か
ら
源
平
盛
衰
記
へ
　
一
」
国
語
と
国
文
学
5
5
の
1
　
昭
5
3
・
1
6
、
「
延
慶
本
平
家
物
語
説
話
放
一
宝
物
集
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
（
上
）
　
（
中
）
l
」
　
国
学
院
雑
誌
7
6
の
1
1
（
昭
5
0
・
1
1
）
、
7
7
の
7
（
昭
5
1
・
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
7
、
一
巻
本
、
片
活
本
に
「
隔
山
隔
海
恋
情
悲
」
と
い
う
形
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ナ
シ
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隔
山
隔
海
恋
情
辛
↓
（
恋
情
意
）
↓
1
恋
情
悲
　
（
）
内
の
形
は
現
存
し
な
し
い
。
　　
@　
@　
@　
^
ん
口
総
　
こ
の
よ
う
な
展
開
過
程
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
こ
の
場
合
、
身
延
山
本
と
現
存
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
ン
コ
ロ
ナ
リ
　
延
慶
本
の
語
順
の
類
似
は
偶
然
の
一
致
と
な
る
。
た
だ
し
、
延
慶
本
「
情
三
野
」
の
二
九
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
第
三
四
号
三
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ノ
フ
コ
コ
ロ
ネ
ン
コ
ロ
ナ
リ
訓
は
「
三
山
隔
海
一
河
苦
　
　
　
　
」
（
弓
長
寺
本
）
な
ど
と
の
つ
な
が
り
も
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
◎
8
、
引
用
は
山
田
昭
全
氏
「
明
賢
作
『
誓
願
講
式
』
を
め
ぐ
っ
て
1
報
告
並
び
に
翻
刻
　
1
」
　
（
日
本
仏
教
史
学
1
5
　
昭
5
4
・
1
2
）
。
同
論
文
は
宝
物
集
の
こ
の
部
分
が
『
誓
願
　
講
式
』
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
0
9
、
こ
の
検
出
錠
武
久
堅
髪
は
じ
め
、
後
藤
丹
治
氏
（
『
翻
戦
記
物
語
の
研
　
究
』
初
版
　
昭
1
1
）
、
冨
倉
徳
次
郎
氏
（
「
平
家
物
語
の
灌
頂
巻
に
つ
い
て
」
国
文
学
　
踏
査
5
　
昭
3
3
・
1
1
）
、
渥
美
か
を
る
氏
（
注
2
）
、
佐
々
木
八
郎
氏
（
『
平
家
物
語
　
の
達
成
』
燭
頁
。
初
出
　
昭
4
6
・
7
）
、
小
泉
弘
氏
（
注
3
）
、
高
橋
俊
夫
氏
（
注
6
）
　
ら
諸
先
学
の
指
摘
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
私
が
新
た
に
加
え
た
の
は
⑩
⑪
囮
に
過
ぎ
　
な
い
。
　
　
な
お
、
武
久
氏
の
指
摘
に
か
か
る
も
の
の
う
ち
、
○
定
基
入
寂
の
折
の
詠
詩
歌
（
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ウ
　
⑮
～
驕
②
）
に
つ
い
て
は
、
詩
の
一
節
「
草
庵
無
人
扶
病
臥
」
を
宝
物
集
は
「
荒
（
茅
）
　
屋
元
人
扶
病
起
」
と
し
、
　
「
雲
ノ
上
一
こ
の
歌
も
載
せ
な
い
な
ど
の
相
違
が
あ
る
と
こ
　
ろ
か
ら
、
○
「
天
人
ノ
五
衰
相
現
ノ
悲
」
　
（
槻
⑧
～
⑨
）
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
『
六
道
　
講
式
』
を
典
拠
と
す
べ
き
と
考
え
、
○
「
王
昭
君
力
王
宮
ヲ
出
テ
胡
国
二
赴
テ
十
九
年
置
マ
テ
歎
ケ
ム
モ
」
（
螂
⑥
～
⑦
）
に
つ
い
て
は
、
宝
物
集
ほ
か
の
王
昭
君
讃
に
傍
線
部
　
の
表
現
見
当
た
ら
ず
、
或
い
は
蘇
武
課
の
「
十
九
年
」
が
混
入
し
て
い
る
か
と
思
わ
　
れ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
一
次
的
な
宝
物
集
参
照
と
は
考
え
難
い
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
、
　
い
く
つ
か
を
（
い
ず
れ
も
宝
物
集
と
全
く
無
縁
と
は
言
え
な
い
も
の
の
）
を
除
外
し
　
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
を
加
え
て
も
考
察
の
結
果
に
は
影
響
し
な
い
。
　
　
ま
た
、
和
歌
に
つ
い
て
も
宝
物
集
か
ら
引
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
ご
く
近
い
範
　
囲
内
に
宝
物
集
依
拠
と
目
さ
れ
る
記
事
を
平
な
っ
て
い
る
場
合
を
除
い
て
は
と
り
あ
げ
　
な
か
っ
た
。
和
歌
に
つ
い
て
は
武
久
氏
の
ほ
か
、
深
沢
亨
氏
「
『
宝
物
集
』
と
『
平
家
　
物
語
』
に
於
け
る
和
歌
の
一
考
察
」
　
（
駒
沢
大
学
大
学
院
国
文
学
会
・
官
立
7
　
昭
5
4
　
・
3
）
が
あ
る
。
1
0
、
小
泉
弘
氏
『
古
釣
本
宝
物
集
　
研
究
篇
』
3
6
頁
。
1
1
、
論
述
の
都
合
上
、
灌
頂
巻
（
相
当
記
事
）
の
記
事
構
成
を
小
見
出
し
と
し
て
示
す
。
後
掲
四
部
本
の
項
「
・
女
院
仏
法
論
議
」
は
一
部
、
延
慶
本
と
詞
章
が
重
な
る
が
、
記
事
構
成
上
は
四
部
本
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
現
象
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
る
予
定
　
で
あ
る
。
1
2
、
四
部
本
の
宝
物
集
依
拠
句
は
、
渥
美
氏
（
注
2
）
、
小
泉
氏
（
注
3
）
の
指
摘
に
ほ
　
ぼ
尽
さ
れ
て
い
る
が
、
W
と
Y
を
加
え
た
。
小
泉
氏
指
摘
の
う
ち
、
　
「
一
月
鼠
心
凝
羊
　
歩
」
　
（
蹴
右
ー
ゴ
郡
⑩
）
、
「
蝸
牛
角
上
一
坐
楽
」
　
（
魏
右
i
急
派
珊
⑩
～
⑪
）
、
「
而
　
大
論
…
大
歎
故
申
」
（
獅
右
－
三
一
⑦
～
⑨
）
、
多
田
満
仲
（
瑚
右
－
八
㊨
魏
②
～
⑧
L
　
は
詞
章
上
の
隔
た
り
が
大
き
い
と
判
断
し
、
今
回
は
除
外
し
た
。
　
　
な
お
、
四
部
本
を
含
む
平
家
物
語
諸
本
の
「
山
門
滅
芒
事
」
　
（
覚
一
本
巻
二
、
四
部
　
本
巻
三
）
に
、
宝
物
集
に
か
か
わ
り
が
あ
る
か
に
み
え
る
記
事
が
あ
る
が
、
木
下
資
一
　
氏
「
『
選
集
抄
』
一
そ
の
唱
導
的
共
通
本
文
を
め
ぐ
っ
て
I
」
　
（
中
世
文
学
2
4
　
昭
5
5
　
・
3
）
は
問
題
の
記
事
の
依
拠
資
料
を
「
現
存
し
な
い
『
宝
物
集
』
の
古
本
で
あ
る
可
　
能
性
を
も
含
め
つ
つ
、
　
『
宝
物
集
』
と
極
め
て
近
い
位
置
に
あ
る
一
唱
導
資
料
と
の
　
み
、
定
め
て
お
き
た
い
」
と
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
。
本
稿
も
こ
の
箇
所
に
つ
い
　
て
は
留
保
し
た
い
。
1
3
、
B
・
C
の
偶
は
延
慶
本
の
脱
落
、
D
・
E
は
四
部
本
の
浄
書
・
改
変
（
後
述
）
の
可
　
能
性
が
高
い
。
⑫
は
一
応
宝
物
集
依
拠
句
と
し
た
が
、
歌
を
除
く
前
後
の
記
事
に
些
か
　
隔
た
り
が
あ
り
、
著
名
な
話
柄
で
も
あ
り
、
別
の
典
拠
を
も
つ
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
1
4
、
逆
に
、
β
に
は
吉
田
本
系
に
近
い
表
現
を
持
つ
記
事
が
あ
る
。
國
は
総
体
と
し
て
は
　
元
禄
本
、
片
活
本
に
近
い
が
「
我
叢
生
五
子
塾
生
皆
自
食
乱
声
五
寸
然
錐
尽
而
無
飽
」
　
と
の
偶
の
傍
線
部
を
も
載
せ
る
の
は
、
吉
田
本
（
系
）
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、
吉
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
の
表
現
に
も
「
昼
生
富
祐
然
苗
齢
而
不
飽
」
と
小
異
あ
る
。
1
5
、
「
『
宝
物
集
第
二
種
七
巻
本
系
』
考
－
他
系
統
本
文
と
の
関
わ
り
l
」
　
（
名
古
屋
大
　
学
国
語
国
文
学
5
4
　
昭
5
9
・
7
）
。
た
だ
し
、
拙
稿
で
も
言
及
し
た
が
、
二
巻
本
・
一
　
巻
本
と
の
つ
な
が
り
を
見
せ
る
章
句
を
持
つ
作
品
の
場
合
も
、
吉
田
本
に
最
近
似
の
章
　
句
を
全
く
持
た
な
い
わ
け
で
は
な
い
（
続
教
訓
砂
、
平
家
族
伝
抄
）
。
γ
部
の
U
の
存
　
在
も
そ
う
し
た
類
と
考
え
る
。
U
而
レ
無
言
太
子
八
十
歳
二
甘
物
モ
言
、
不
シ
預
十
善
　
位
。
祈
殿
昌
太
子
七
度
辞
位
観
諸
行
無
常
故
　
　
（
②
無
言
太
子
ノ
十
歳
マ
テ
物
ヲ
不
レ
云
、
十
善
ノ
主
ト
ナ
ラ
シ
穴
馬
、
別
成
王
子
ノ
七
度
　
　
聖
教
主
ヲ
辞
セ
シ
皆
諸
行
ヲ
無
常
也
ト
観
セ
シ
ナ
リ
。
　
（
傍
線
部
、
㊨
．
（
⑳
｛
㊧
◎
い
ず
れ
　
　
　
ヒ
　
　
も
「
位
（
く
ら
み
）
」
と
す
る
。
）
1
6
、
引
用
は
池
上
洵
一
氏
校
注
『
三
国
伝
記
』
　
（
上
）
　
（
下
）
　
（
三
弥
井
書
店
　
昭
5
1
・
　
昭
5
7
）
。
本
書
の
頭
注
・
補
注
に
多
く
の
恩
恵
を
蒙
っ
た
。
1
7
、
宝
物
集
の
ほ
か
、
『
俊
頼
髄
脳
』
な
ど
の
歌
論
書
が
「
志
賀
寺
」
と
し
、
『
太
平
記
』
　
が
「
志
賀
ノ
花
園
」
と
し
、
　
「
日
吉
詣
」
と
す
る
も
の
は
少
な
い
。
た
だ
し
、
　
『
枕
物
　
狂
』
に
は
「
日
吉
詣
」
と
あ
る
。
1
8
、
真
済
も
し
く
は
南
山
聖
人
の
紺
青
鬼
謂
と
志
賀
上
人
の
話
の
「
混
合
・
付
会
」
（
『
三
　
国
伝
記
』
巻
六
補
注
一
七
）
の
可
能
性
は
、
簗
瀬
一
雄
氏
『
説
話
文
学
研
究
』
　
（
三
弥
　
井
書
店
　
昭
4
9
）
鋭
頁
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
無
住
の
『
妻
鏡
』
に
も
「
志
賀
寺
の
聖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
お
き
を
に
　
人
は
三
密
の
行
に
功
を
運
し
か
ど
も
、
一
念
の
安
心
に
依
て
、
　
青
鬼
と
成
と
云
り
」
　
（
岩
波
大
系
『
仮
名
法
語
集
』
珊
頁
）
と
あ
り
、
　
「
和
談
鋤
に
『
彼
ノ
天
竺
ノ
述
婆
伽
ハ
　
后
ヲ
恋
テ
ホ
ム
ラ
ト
ナ
リ
、
我
朝
ノ
上
人
モ
其
下
モ
エ
ヲ
志
賀
寺
ヤ
ヲ
モ
キ
カ
上
ノ
サ
ヨ
　
衣
、
ア
ラ
キ
鬼
ト
ソ
成
ニ
ケ
ル
』
と
見
え
る
」
と
の
黒
田
彰
氏
「
『
三
国
伝
記
』
と
『
和
　
漢
朗
詠
集
和
談
砂
』
　
（
二
）
」
　
（
国
文
学
5
9
　
昭
5
7
・
1
2
）
の
指
摘
も
あ
る
な
ど
、
仮
　
に
そ
れ
が
「
混
合
・
付
会
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
　
『
三
国
伝
記
』
の
依
　
拠
資
料
の
段
階
で
既
に
発
生
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
1
9
、
β
部
の
依
拠
資
料
が
宝
物
集
で
な
い
と
し
て
も
、
α
・
γ
部
と
の
相
違
が
首
肯
さ
れ
　
れ
ぽ
本
稿
の
主
旨
に
は
ゆ
る
ぎ
な
い
。
2
0
、
源
平
盛
衰
記
、
大
島
本
の
宝
物
集
依
拠
に
つ
い
て
も
別
に
論
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
　
が
、
こ
の
倶
那
寒
鮒
の
記
述
に
少
し
ふ
れ
て
お
く
。
　
　
㊥
阿
育
大
王
の
載
量
羅
太
子
は
前
書
四
千
の
后
を
亡
し
給
ひ
け
る
。
　
　
㊧
あ
い
く
大
王
ハ
八
万
四
千
の
后
を
ほ
ろ
ほ
し
　
盛
衰
記
は
囮
と
D
と
を
混
成
し
て
お
り
、
四
部
本
の
よ
う
な
記
述
が
先
行
形
態
と
し
て
　
想
定
さ
れ
る
。
大
島
本
は
D
の
み
を
記
す
が
、
畜
生
道
に
つ
い
て
述
べ
る
物
語
の
場
面
　
と
は
無
縁
で
、
こ
れ
も
四
部
本
も
し
く
は
盛
衰
記
の
よ
う
な
先
行
本
文
の
想
定
さ
れ
る
　
と
こ
ろ
で
あ
る
。
2
1
、
牧
野
和
夫
氏
「
孔
子
の
頭
の
凹
み
具
合
と
五
（
六
）
調
子
等
を
素
材
に
し
た
二
、
三
　
の
問
題
」
　
（
東
横
国
文
学
1
5
　
昭
5
8
・
3
）
は
、
現
存
延
慶
本
へ
の
編
纂
過
程
に
参
画
　
し
た
基
層
に
、
根
来
寺
伝
法
院
方
の
み
な
ら
ず
、
　
「
鎌
倉
後
期
・
末
期
頃
に
叡
山
と
琵
　
琶
湖
周
辺
の
天
台
系
寺
院
（
阿
弥
陀
寺
・
安
楽
寺
、
又
比
良
山
系
に
つ
ら
な
る
諸
社
）
　
を
往
還
し
て
活
動
し
た
〈
藁
家
〉
（
義
源
・
光
宗
等
を
代
表
と
す
る
）
の
学
問
や
収
集
　
資
料
（
各
地
の
寺
社
の
縁
起
類
等
）
が
、
直
接
・
間
接
の
い
か
ん
を
問
わ
な
い
な
ら
　
ば
、
関
与
し
て
い
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
」
を
説
く
。
そ
し
て
、
こ
の
琵
琶
湖
周
辺
の
寺
院
は
『
三
国
伝
記
』
や
『
和
漢
朗
詠
集
和
談
抄
』
等
を
も
生
み
出
し
た
共
通
基
盤
を
　
形
成
し
て
い
る
と
い
う
。
　
小
稿
に
想
定
し
た
、
三
国
伝
記
に
何
ら
か
の
関
わ
り
を
も
　
つ
、
延
慶
本
の
依
拠
資
料
も
そ
う
し
た
「
近
江
琵
琶
湖
周
辺
の
地
縁
関
係
に
基
く
共
通
　
資
料
」
の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
。
2
2
、
　
『
延
慶
本
平
家
物
語
論
考
』
　
（
加
藤
中
道
館
　
昭
5
4
・
6
）
斑
頁
。
2
3
、
拙
稿
「
『
大
塔
建
立
』
と
『
頼
豪
』
1
延
慶
本
平
家
物
語
の
古
態
性
の
検
証
l
」
（
長
　
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
2
9
　
昭
5
5
・
3
）
。
　
「
嘉
応
相
撲
節
・
待
宵
小
　
侍
従
－
延
慶
本
平
家
物
語
の
古
態
性
の
検
証
・
続
一
」
　
（
同
上
3
0
　
昭
5
6
・
3
）
。
2
4
、
　
『
平
家
物
語
の
達
成
』
　
（
明
治
書
院
　
昭
4
9
・
4
）
三
味
。
2
5
、
高
山
利
弘
氏
「
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
論
－
巻
十
一
巻
末
部
を
め
ぐ
っ
て
一
」
　
（
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
5
2
　
昭
5
8
・
7
）
、
　
「
平
家
物
語
巻
十
二
『
義
憲
最
期
』
　
考
一
形
成
と
方
法
を
め
ぐ
っ
て
一
」
（
語
文
論
叢
1
1
　
昭
5
8
・
9
）
。
佐
伯
真
一
氏
「
四
　
部
本
平
家
物
語
試
論
」
（
軍
記
と
語
り
物
2
0
　
昭
5
9
・
3
）
、
「
『
平
家
物
語
』
の
『
愚
　
管
抄
』
依
拠
一
四
部
本
研
究
の
予
備
作
業
と
し
て
一
」
　
（
帝
塚
山
学
院
大
学
研
究
論
集
　
1
8
　
昭
5
8
・
1
2
）
。
谷
口
耕
一
氏
「
四
部
合
戦
豊
本
平
家
物
語
の
素
姓
」
　
（
語
文
論
叢
　
1
1
　
昭
5
8
・
9
）
。
早
川
厚
一
氏
「
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
真
字
表
記
論
考
」
　
（
国
　
語
と
国
文
学
6
1
の
9
　
昭
5
9
・
9
）
　
「
延
慶
本
平
家
物
語
発
端
部
論
考
－
読
み
か
え
と
　
説
話
構
成
を
め
ぐ
っ
て
一
」
　
（
日
本
文
学
3
3
の
9
　
昭
5
9
・
9
）
な
ど
。
補
注
1
　
脱
稿
後
、
高
山
利
弘
氏
「
四
部
本
平
家
物
語
に
関
す
る
試
論
－
失
わ
れ
る
「
読
　
み
」
を
め
ぐ
っ
て
一
」
　
（
語
文
論
叢
1
2
　
昭
5
9
・
9
）
に
接
し
た
。
高
山
氏
は
、
こ
の
平
家
物
語
と
宝
物
集
（
今
井
）
一
三
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
第
三
四
号
三
二
部
分
に
四
部
本
の
錯
行
（
傍
線
部
）
を
指
摘
し
、
　
「
…
錐
レ
然
有
二
加
様
苦
一
。
昔
、
須
陀
摩
王
、
后
妃
采
女
被
レ
取
、
班
足
王
置
二
九
百
九
十
九
王
（
内
）
ハ
流
レ
涙
乞
レ
被
阪
。
是
無
類
班
足
王
情
、
是
少
無
情
…
」
と
な
る
べ
き
だ
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
存
本
の
混
乱
は
大
幅
に
解
消
さ
れ
る
が
、
　
「
須
陀
摩
王
は
后
妃
采
女
を
取
ら
れ
…
」
と
読
み
う
る
部
分
に
は
な
お
、
本
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
な
問
題
が
残
る
。
付
記
・
・
本
稿
は
中
世
文
学
会
昭
和
五
十
八
年
度
秋
季
大
会
（
於
愛
知
大
学
）
で
の
研
究
　
発
表
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
事
後
に
ご
助
言
た
ま
わ
っ
た
諸
先
生
方
に
　
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
宝
物
集
・
平
家
物
語
諸
本
の
公
刊
、
研
究
の
つ
み
重
ね
　
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
今
回
の
作
業
も
あ
り
え
た
。
先
学
の
学
恩
に
深
謝
す
る
。
複
　
写
頒
布
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
静
嘉
堂
文
庫
、
国
文
学
研
究
資
料
館
及
び
欄
係
各
位
　
に
も
併
せ
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
五
十
九
年
十
月
三
十
一
日
受
理
）
